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２
月
下
旬
か
ら
３
月
初
め
に
か
け
て
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
訪
問
団
を
率
い
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

南
太
平
洋
の
島
嶼
国
は
、
か
つ
て
外
務
省
大
洋

州
課
長
の
折
に
幾
つ
か
の
国
を
訪
問
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
赤
道
以
北
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

連
邦
と
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
私
に
と
り
初
め
て

の
訪
問
で
し
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が

こ
れ
ま
で
多
く
の
活
動
を
し
て
き
て
い
る
国
で

あ
り
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
昔
、
安
保
の
関
係
で
ク
ワ

ジ
ェ
リ
ン
島
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

大
変
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
に
お
会
い

し
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
実

り
の
多
い
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
第
一
の
目
的
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
環
境

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
で
し
た
。
上
智
大
学

の
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
と
織
朱
實
教
授
の

ご
参
加
を
得
て
チ
ュ
ー
ク
州
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
、
現
地
の
政
府
関
係
者
や
市
民
団
体
代
表
等
と

活
発
な
議
論
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
島
嶼

国
の
持
続
性
の
た
め
に
ゴ
ミ
処
理
な
ど
環
境
は

大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
の
事
業
で
留
学
あ
る
い
は
訪
日
し
た
方
々

と
旧
交
を
温
め
、
夫
々
が
各
分
野
で
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
の
を
見
て
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
寄
贈
し
た
雨
水
貯
水
タ
ン
ク

設
置
の
現
場
を
視
察
、
実
際
役
に
立
っ
て
い
る

こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
雨
の
中
、

村
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
更

に
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
上
智
大
学
と
協
力
し
て
受
け

入
れ
て
い
る
留
学
生
の
母
校
ザ
ビ
エ
ル
高
校
を

訪
問
、
学
生
達
の
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
若

者
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感
激
し
ま
し
た
。
ケ
ニ
ー

神
父
、
カ
ー
ル
校
長
と
、
こ
の
事
業
の
成
果
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。

　

チ
ュ
ー
ク
の
後
再
び
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ホ
ッ
パ
ー

に
乗
り
、
首
都
の
あ
る
ポ
ン
ペ
イ
島
に
行
き
ま
し

た
。
シ
ミ
ナ
大
統
領
、
パ
リ
ク
副
大
統
領
、
ロ

バ
ー
ト
外
相
を
表
敬
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活

動
も
良
く
理
解
し
て
頂
い
て
お
り
、
今
ま
で
や
っ

て
き
た
支
援
の
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。
昨
今

の
国
際
情
勢
を
反
映
し
て
か
、
ポ
ン
ペ
イ
に
は
、

国
連
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
広
域
事
務
所
が
新
設
さ
れ
、

国
連
の
支
援
も
一
段
と
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ポ
ン
ペ
イ
島
の
後
、
コ
ス
ラ
エ
島
と
マ
ー
シ
ャ

ル
の
ク
ワ
ジ
ェ
リ
ン
島
経
由
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の

首
都
マ
ジ
ュ
ロ
に
着
き
ま
し
た
。
全
島
が
海
抜
約

２
ｍ
で
非
常
に
平
坦
な
島
、
米
国
風
の
オ
ー
プ
ン

な
明
る
い
島
と
い
う
の
が
第
一
印
象
で
し
た
。
到

着
が
３
月
１
日
の
ビ
キ
ニ
デ
ー
の
前
日
だ
っ
た

の
で
、
飛
行
機
は
海
外
か
ら
の
訪
問
者
等
で
満
席

で
し
た
。
気
候
変
動
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
と
り
現
実

APIC の主な動き ［ 2024 年 1 月～ 6 月 ］

1 月

2 月

ミクロネシア連邦チューク州にて太平洋環境セミナー開催 

ジャマイカ　カミナ・ジョンソン＝スミス外務・貿易大臣 歓迎昼食会

APIC 訪問団のミクロネシア連邦・マーシャル諸島訪問

第 402 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務事務次官　岡野 正敬 氏）

第 403 回早朝国際情勢講演会
（講師：前日本台湾交流協会台北事務所代表　泉 裕泰 氏）

3 月

ジャマイカでの日本語スピーチコンテスト開催支援

4 月 第 405 回早朝国際情勢講演会
（講師：前駐ロシア特命全権大使　上月 豊久 氏）

第 406 回早朝国際情勢講演会
（講師：前駐米国特命全権大使　冨田 浩司 氏）

第 407 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務審議官（経済）　小野 啓一 氏）

5 月

6 月

第 404 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省経済局長　片平 聡 氏）
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脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
米
と
の
コ
ン
パ

ク
ト
合
意
の
米
議
会
承
認
の
遅
れ
に
よ
り
米
の

支
援
支
払
い
が
滞
り
、
米
と
の
間
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
時
で
し
た
。
そ
の
後
米
議
会
が
承
認
、
当

面
の
問
題
は
解
決
し
ま
し
た
。

　

両
国
に
は
25
年
の
日
本
統
治
と
戦
争
の
跡
が

今
で
も
随
所
に
残
っ
て
い
ま
す
。
何
れ
も
日
本
に

と
っ
て
は
大
変
大
事
な
国
で
す
。
他
方
で
、
太
平

洋
の
莫
大
な
広
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
大
洋
の
真

ん
中
で
の
経
済
発
展
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
菜
や
果
物
等
消
費
物
資
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
輸

入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
で
は
日
本
の

ポ
ッ
キ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
見
ま
し
た
。
日
本
等

関
係
国
の
支
援
を
ど
う
増
や
す
か
、
環
境
を
守
り

な
が
ら
ど
う
発
展
す
る
か
、
多
く
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
旅
で
し
た
。

２
０
２
４
年
７
月

一
般
財
団
法
人 

国
際
協
力
推
進
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
） 

理
事
長 

重
家 

俊
範
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１
．
ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
と
し
て
の
お
仕
事
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
は
カ
リ
ブ
地
域
の
英
語
圏
の
中
で
唯
一

日
本
に
大
使
館
を
設
置
し
て
い
る
国
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
他
の
カ
リ
ブ
諸
国
の
外
交
活

動
も
支
援
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　　

ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
と
し
て
の
私
の
任
務
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
貿
易
・
投
資
促
進
、

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
、
政
治
的
交

流
、
文
化
外
交
、
在
日
ジ
ャ
マ
イ
カ
人
の
支

援
な
ど
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
国
益
を
守
り
、
促

進
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

　

中
で
も
貿
易
・
投
資
促
進
は
最
優
先
事
項

で
あ
り
、
日
本
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
経
済
関

係
を
強
化
す
る
た
め
に
、
民
間
企
業
や
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

関
し
て
は
、
外
務
省
だ
け
で
な
く
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
の
協
力
が
重
要
で
あ

り
、
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
い
ま
す
。
政
治
面
で
は
、
外
務
省
、
特

に
中
南
米
局
カ
リ
ブ
室
と
は
密
接
に
連
携

し
、
日
本
の
国
会
議
員
と
も
交
流
し
て
い
ま

す
。
文
化
外
交
面
で
は
、
レ
ゲ
エ
音
楽
や
ス

ポ
ー
ツ
、
食
文
化
を
通
じ
て
、
ジ
ャ
マ
イ
カ

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
術
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
大
学
で

の
講
演
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
日
は
、

国
際
基
督
教
大
学
で
「
小
島
嶼
開
発
途
上
国

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
：Sm

all Island Developing 
States

）
に
と
っ
て
の
２
０
２
４
年
の
重
要

性
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
在
日
ジ
ャ
マ
イ
カ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
約
１
，
０
０
０
人
）
の
支
援
や
、
数
少
な

い
駐
日
女
性
大
使
の
一
人
と
し
て
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推

進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
マ
イ
カ
は
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
誇

り
高
い
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
他
の
カ
リ
ブ
諸

国
の
個
々
の
外
交
活
動
を
直
接
支
援
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
に
お
け
る
唯
一

の
英
語
圏
カ
リ
ブ
大
使
館
と
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
地
域
全
体
の
利
益
を
代
表
す
る
た

め
に
最
善
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
政
及
び
人
的
資
源
の
大
使
館

で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
日
本
だ
け
で
な
く

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
も
兼
轄
し

て
い
ま
す
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
日
本
の
60
年
に
わ

た
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
よ
り
力
強
い
も
の

と
な
る
よ
う
尽
力
し
て
い
ま
す
。

２
．
大
使
と
し
て
の
活
動
分
野
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
が
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
日
本
の
良
好

な
関
係
を
考
慮
す
る
と
、
最
も
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
ど
の
分
野
で
し
ょ
う
か
？

　

過
去
60
年
に
わ
た
り
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
日

本
は
強
力
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
環
境
保
護
、
防
災
、
能
力
開
発
、
教

育
、
研
修
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
緊
密
な
協

力
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
文
化
面
に
お

い
て
も
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
食
を
通
じ
て

強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
友
好
関
係
を
基
盤
に
、
近
年

は
経
済
協
力
の
深
化
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ホ
ル
ネ
ス

首
相
の
訪
日
時
に
安
倍
首
相
（
当
時
）
も
立

ち
合
い
の
下
署
名
さ
れ
た
日
・
ジ
ャ
マ
イ
カ

租
税
条
約
に
よ
り
両
国
は
経
済
協
力
関
係
を

拡
大
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
現
在
大
使
館
は

と
り
わ
け
貿
易
と
投
資
の
促
進
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

貿
易
面
で
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
産
コ
ー
ヒ
ー

が
最
大
の
輸
出
品
目
で
あ
り
、
世
界
最
高

３
．
２
０
２
２
年
10
月
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
パ
ー

ネ
ル
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
農
業
・
漁

業
大
臣
を
日
本
に
招
待
し
ま
し
た
。
こ
の
招

待
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
臣
の
仕
事
や
キ
ャ
リ
ア

に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
た
か
、
大
使
の
お
考

え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？ 

　

ま
ず
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
招
待
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

パ
ー
ネ
ル
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
農

業
・
漁
業
大
臣
が
参
加
で
き
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ュ

ニ
ア
大
臣
は
有
望
な
若
手
政
治
家
で
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
復
興
と
い
う
重
要
な
時
期
に
農

品
質
の
綿
で
あ
る
西
印
度
諸
島
シ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
コ
ッ
ト
ン
（
海
島
綿
）
の
唯
一
の
供
給

国
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
コ
ー

ヒ
ー
ラ
ム
ケ
ー
キ
、
ジ
ャ
ー
ク
チ
キ
ン
の
調

味
料
、
ソ
レ
ル
ド
リ
ン
ク
（
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

ド
リ
ン
ク
）
、
受
賞
歴
の
あ
る
ラ
ム
酒
な

ど
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
特
産
品
の
輸
出
拡
大
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
に
は
、
ア
ジ
ア

最
大
の
食
品
・
飲
料
展
示
会
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

Ｘ　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

２
０
２
４
」
に
ジ
ャ
マ

イ
カ
企
業
４
社
が
初
め
て
出
展
し
、
こ
れ
ら

の
新
商
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

投
資
面
で
は
、
日
本
企
業
に
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
を
投
資
先

と
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば

丸
紅
（
株
）
は
既
に
ジ
ャ
マ
イ
カ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
進
出
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米

国
、
南
米
、
中
米
、
パ
ナ
マ
運
河

に
近
接
し
、
大
型
船
が
停
泊
可
能

な
港
湾
を
持
つ
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
流
拠
点
と
し
て

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
日

本
企
業
に
よ
る
ジ
ャ
マ
イ
カ
へ
の

投
資
増
加
を
期
待
し
て
お
り
、
在

ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
大
使
館
と
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

INTERVIEW

　

２
０
２
４
年
は
、
日
本
と
カ
リ
ブ
共

同
体
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
が
事
務
レ

ベ
ル
協
議
を
開
始
後
30
年
が
経
過
し
た

年
を
記
念
す
る
「
日
・
カ
リ
ブ
交
流
年

２
０
２
４
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
ジ
ャ

マ
イ
カ
と
日
本
の
外
交
関
係
樹
立
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
は
駐
日
ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
で
あ

る
シ
ョ
ー
ナ
‐
ケ
イ
・
Ｍ
・
リ
チ
ャ
ー

ズ
大
使
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
ジ
ャ

マ
イ
カ
大
使
と
し
て
の
多
面
的
な
役
割

や
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
、
国
際
協
力
の
た
め
の
若
者
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
重
要
性
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【
聞
き
手
：
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ 
荒
木
恵
理
事
、
職
員 

淺
野

未
莉
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
翻
訳
）
】

パーネル・チャールズ・ジュニア農業・漁業大臣招待計画にて、
ジャマイカ大使公邸を訪問（2022年10月）。

ショーナ - ケイ・M・リチャーズ
駐日ジャマイカ大使

INTERVIEW

ショーナ - ケイ・M・リチャーズ
駐日ジャマイカ大使

H.E. Ms. Shorna-Kay M. RICHARDS
Ambassador Extraordinary and 

Plenipotentiary of Jamaica to Japan

西インド諸島大学で学士号、ジョージ・
ワシントン大学のエリオット国際情勢研
究科で国際政策・実践の修士号を取得。
1994 年にジャマイカ外務・貿易省に入
省し、2005 年には軍縮における国際連
合の研究員となる。2012 年から 2016 年
まで国際連合ジャマイカ政府代表部 代
表代理を務め、軍縮問題や海洋、海洋
法、及び国連安全保障理事会の改革に
携る。2014 年にはギリシャのローズアカ
デミーにて海洋法・海洋政策のディプロ
マを取得。2016 年から 2020 年まで外
務・貿易省の二国関係課ディレクターを
務めた。2022 年、国連事務総長の軍縮
諮問委員会のメンバーとなり、2024 年
１月から議長を務めている。現在、駐日
ジャマイカ特命全権大使の他、オースト
ラリア、インドネシア、ニュージーランド、
フィリピン、韓国も兼轄。

2024 年 5 月、ミドルベリー国際大学院
モントレー校の卒業式（学位授与式）で
スピーチを行い、名誉人文学博士号が
授与された。
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業
・
漁
業
分
野
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
日
本

滞
在
中
は
、
研
究
、
開
発
、
お
よ
び
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
を
通
じ
て
、
水
産
資
源
の
持
続
可

能
な
利
用
に
関
す
る
日
本
の
専
門
知
識
・
先

進
技
術
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

　

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
省
の
発
展

だ
け
で
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
成
長

に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
訪
問
先
で
の
学
び
を
「
日
本
か
ら
学
ん

だ
10
の
教
訓
」
と
し
て
ま
と
め
、
省
の
業
務

だ
け
で
な
く
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
活

か
そ
う
と
す
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
日
本
の
組
織
的
か
つ
体
系
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
、
綿
密
な
調
査
、
規
律
な
ど
は
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
大
臣
の
心
に
強
く

印
象
を
残
し
た
よ
う
で
す
。
同
大
臣
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
個
人

と
し
て
の
成
長
に
も
寄
与
す
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
訪
問
の
成
果
と
し
て
、
今
年
２
月
、

カ
ミ
ナ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＝
ス
ミ
ス
外
務
・
貿

易
大
臣
が
訪
日
し
た
際
、
上
川
陽
子
外
務
大

臣
と
と
も
に
、
気
候
変
動
が
漁
業
に
与
え
る

影
響
を
追
跡
し
、
資
源
管
理
に
役
立
つ
海
洋

調
査
船
の
供
与
に
関
す
る
無
償
資
金
協
力
の

書
簡
に
署
名
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
船
は
気

候
変
動
へ
の
対
処
だ
け
で
な
く
、
研
究
能
力

の
向
上
、
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
発
展
に
も

寄
与
す
る
も
の
で
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
政
府
や
国

民
に
と
っ
て
非
常
に
価
値
あ
る
貢
献
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
と
て
も
好
ま
し
く
評

価
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の

招
待
計
画
に
よ
り
、
具
体
的
な
成
果
が
生
ま

れ
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

４
．「
日
・
カ
リ
ブ
交
流
年
２
０
２
４
」
に

際
し
て
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
は
ど
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
か
？

　
「
日
・
カ
リ
ブ
交
流
年
２
０
２
４
」
は
、

年
初
か
ら
す
で
に
日
本
と
カ
リ
ブ
両
地
域
で

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
館
で
は
１
月
に
開
催

さ
れ
た
「
ジ
ャ
マ
イ
カ
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ

ン
コ
ー
ヒ
ー
の
日
」
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
幕

を
開
け
ま
し
た
が
、
最
も
重
要
な
イ
ベ
ン
ト

は
、
２
月
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＝
ス
ミ
ス
大
臣
の

公
式
訪
問
で
し
た
。
同
大
臣
は
上
川
大
臣
と

の
会
談
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
田
中
明
彦
理
事
長
と

の
会
談
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
主
催
昼
食
会
な
ど
、
二

国
間
関
係
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
交
流

す
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
丸
紅

（
株
）
や
ジ
ャ
マ
イ
カ
コ
ー
ヒ
ー
輸
入
協
議

会
、
一
般
社
団
法
人 

西
印
度
諸
島
海
島
綿
協

会
、
オ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）

と
の
意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
マ
イ
カ
の
ウ
エ
ス
ト
モ
ア
ラ
ン
ド
・

パ
リ
ッ
シ
ュ
と
の
間
で
姉
妹
都
市
提
携
を
結

ぶ
鳥
取
県
の
平
井
伸
治
知
事
も
、
ジ
ョ
ン
ソ

ン
＝
ス
ミ
ス
大
臣
と
面
会
さ
れ
ま
し
た
。
鳥

取
県
と
は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
活
発
な

交
流
を
続
け
て
お
り
、
Ｊ
‐
Ｊ
（
日
本
・
ジ
ャ

マ
イ
カ
）
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
な
一

部
を
担
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
主
催
し
た

Ｊ
‐
Ｊ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
60
周
年
記
念
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
鳥
取
県
立
岩
美
高
等
学

校
か
ら
お
招
き
し
た
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
が
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

外
相
訪
問
の
後
は
、
対
日
輸
出
促
進
を

目
指
し
て
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ　

２
０
２
４
」
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
カ
ー
ラ
・
バ
ー

ネ
ッ
ト
事
務
局
長
の
訪
問
も
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
等
と
の
会
合
に
加
え
、
加
盟
国
の
若
手
外

交
官
対
象
の
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
日
本
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
マ
イ
カ
に
お
い
て
は
、
３
月
に
沖
縄

の
レ
ゲ
エ
グ
ル
ー
プ
が
公
演
を
行
い
、
外

務
省
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
開
か
れ
ま
し

た
。
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
５
月
に
は

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
モ
ン
テ
ィ
・
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
が
ブ
ル
ー
ノ
ー
ト
東
京
で
、

フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ヒ
ギ

ン
ズ
が
東
京
と
鳥
取
で
公
演
を
行
い
ま
す
。

５
月
17
日
に
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
の
レ
ゲ
エ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る
ボ
ブ
・
マ
ー
リ
ー

の
伝
記
映
画
が
日
本
で
公
開
さ
れ
、
原
宿
に

は
大
規
模
な
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
私
も
５
月
６
日
放
送
の
Ｊ-

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
の
ボ
ブ
・
マ
ー
リ
ー
特
集
番
組
に

出
演
し
ま
し
た
。
10
月
に
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ

と
日
本
の
写
真
家
に
よ
る
作
品
展
示
交
流
も

企
画
し
て
い
ま
す
。
音
楽
、
食
、
ス
ポ
ー

ツ
、
芸
術
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
通
じ
て

友
好
年
を
祝
い
な
が
ら
日
本
と
ジ
ャ
マ
イ
カ

の
交
流
と
文
化
の
多
様
性
を
紹
介
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

５
．
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学

（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
１
名
ず

つ
、
計
５
名
の
学
生
を
６
月
末
か
ら
７
月
中

旬
に
か
け
て
招
待
し
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続

き
、
今
年
も
学
生
た
ち
と
と
も
に
表
敬
訪
問

の
機
会
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
ま

た
、
学
生
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

再
び
学
生
を
招
待
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
、
昨
年
と

同
様
に
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
「
日
・
カ
リ
ブ
交
流

年
２
０
２
４
年
」
と
い
う
特
別
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
の
来
日
は
、
日
本
と
カ
リ
ブ
の
長
年
の

友
好
（
「
ト
モ
ダ
チ
」
）
関
係
と
協
力
関
係

へ
の
理
解
を
深
め
る
素
晴
ら
し
い
機
会
に
な

る
で
し
ょ
う
。
地
理
的
に
遠
く
離
れ
て
は
い

ま
す
が
、
日
本
と
カ
リ
ブ
地
域
は
様
々
な
分

野
で
緊
密
で
強
固
な
友
好
関
係
を
築
い
て
お

り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
充
実
し
た
教
育
・
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
両
地
域
の
多
様
な
結

び
つ
き
を
体
験
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
経
験
が
、
皆
さ
ん
の
心

に
強
く
刻
ま
れ
、
将
来
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

方
法
で
日
本
と
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
関
係
強

化
に
貢
献
す
る
原
動
力
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
皆
さ
ん
に

感
銘
を
与
え
、
将
来
に
向
け
た
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま

す
。
最
後
に
日
本
語
で
ひ
と
言
、
「
も
う
す

ぐ
日
本
で
会
い
ま
し
ょ
う
！
」

６
．
カ
リ
ブ
諸
国
は
強
い
結
束
と
連
帯
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
い

た
だ
け
ま
す
か
？
ま
た
、カ
リ
ブ
と
太
平
洋
の

結
び
つ
き
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

カ
リ
ブ
諸
国
が
強
い
結
束
を
示
す
理
由

は
、
植
民
地
支
配
か
ら
の
独
立
を
目
指
し
た

共
通
の
経
験
に
あ
り
ま
す
。
１
８
０
４
年
に

フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
独
立
を
果
た
し
た
ハ
イ
チ

の
モ
ッ
ト
ー
「L'union fait la force

（
団

結
は
力
な
り
）
」
が
示
す
よ
う
に
、
カ
リ
ブ

諸
国
は
団
結
が
力
を
も
た
ら
す
と
信
じ
て
い

ま
す
。
１
９
７
３
年
に
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
を

設
立
し
て
以
来
、
教
育
、
貿
易
、
観
光
、
防

災
な
ど
の
分
野
で
協
力
を
進
め
、
加
盟
国
の

発
展
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
は
発
展
途
上
国
の
中
で
最
も
長
く
続
く
共

同
体
で
あ
り
、
設
立
50
周
年
を
迎
え
た
昨
年

も
加
盟
国
は
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
て

協
力
を
深
め
ま
し
た
。

　

カ
リ
ブ
諸
国
の
結
束
は
、
歴
史
的
・
文
化

的
背
景
に
も
根
ざ
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
国

で
は
、
人
口
の
大
部
分
が
西
ア
フ
リ
カ
か
ら

連
れ
て
こ
ら
れ
た
奴
隷
や
、
イ
ン
ド
や
中
国

か
ら
の
契
約
労
働
者
の
子
孫
で
あ
る
た
め
、

食
べ
物
や
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
芸
術
な
ど
に
共

通
の
歴
史
と
文
化
が
存
在
し
、
国
境
を
越
え

た
一
体
感
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
島
嶼
国
と
カ
リ
ブ
諸
国
は
、
自
然

環
境
の
類
似
性
に
加
え
、
小
規
模
な
人
口
、

気
候
変
動
の
脅
威
な
ど
共
通
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
特
に
気
候
変
動
対
策
で
は
連
携

を
強
化
し
て
お
り
、
国
連
な
ど
の
多
国
間

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
持
続
可
能
な

開
発
を
推
進
す
る
た
め
協
力
し
て
い
ま
す
。

太
平
洋
島
嶼
国
は
海
面
上
昇
に
よ
る
影
響
を

真
っ
先
に
受
け
る
運
命
に
あ
り
、
ま
さ
に

シ
ッ
プ
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
日
本
は
島
嶼
国
の
脆
弱
性
を
よ
く
理
解
し
て

お
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
継
続
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
カ
リ
ブ
と
太
平
洋
の
島
嶼
国

に
対
す
る
日
本
の
理
解
と
支
援
に
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
諸
国
へ
の

引
き
続
き
の
支
援
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
最
初
に
消
え
る
」
存
在
で

す
。
カ
リ
ブ
諸
国
も
同
様
の

危
機
感
を
持
っ
て
お
り
、

「
1.5
℃
目
標
」
の
達
成
を
訴

え
続
け
て
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
マ
イ
カ
政
府
は

２
０
２
１
年
に
二
国
間
関
係

の
多
様
化
の
た
め
、
キ
リ
バ

ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
パ

ラ
オ
、
サ
モ
ア
、
ト
ン
ガ
、

ツ
バ
ル
の
６
カ
国
と
の
外
交

関
係
樹
立
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
ツ
バ
ル

と
サ
モ
ア
と
の
国
交
は
す
で

に
成
立
し
、
貿
易
、
投
資
、

政
治
、
技
術
・
経
済
協
力
な

ど
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
気
候
変
動
対
策
を
始

め
、
小
島
嶼
国
が
直
面
す
る

課
題
の
解
決
に
向
け
、
太
平

洋
の
国
々
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

INTERVIEW

2023年度「太平洋・カリブ学生招待計画」にて、
UWIの学生とともにジャマイカ大使館を訪問（2023年7月）

APIC荒木理事（左）とリチャーズ大使（右）
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ミクロネシア連邦・
マーシャル諸島

　

以
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
・
視
察
の
概

要
で
す
。

◆ 

ザ
ビ
エ
ル
高
校

（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
チ
ュ
ー
ク
州
）

　

２
月
23
日
午
後
に
、
一
行
は
ザ
ビ
エ
ル
高

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ケ
ニ
ー
神
父
（
理
事

長
）
と
カ
ー
ル
校
長
に
挨
拶
し
た
後
に
、
講

堂
に
移
動
し
た
と
こ
ろ
、
全
校
生
徒
が
授
業

を
終
え
て
待
機
し
て
お
り
、
ザ
ビ
エ
ル
高
校

の
校
歌
で
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
重
家
理

事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
現
在

上
智
大
学
で
学
ん
で
い
る
ザ
ビ
エ
ル
高
校
の

卒
業
生
の
名
前
に
言
及
す
る
と
、
在
校
生
は

先
輩
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
の
で
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
で
し
た
。
そ
の
後
、
訪
問
団
一

行
も
一
人
ず
つ
挨
拶
し
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら

側
も
何
か
歌
の
お
返
し
を
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
上
智

大
学
卒
業

生
の
三
溝

氏
と
鳥
飼

理
事
な
ど

が
上
智
大

学
の
校
歌

を
歌
い
ま

し
た
。
歓

迎
の
式
が

終
わ
る
と

APIC 訪問団の

ミクロネシア連邦・
マーシャル諸島

訪問

太平洋事業 太
平
洋
事
業

　

重
家
理
事
長
を
団
長
と
す
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

訪
問
団
一
行
は
、
２
０
２
４
年
２
月
23
日
か

ら
３
月
１
日
の
間
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の

訪
問
の
目
的
は
、
第
一
に
、
予
定
し
て
い

た
環
境
セ
ミ
ナ
ー
（
本
誌
13
ペ
ー
ジ
参
照
）

出
席
、
第
二
に
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
業
に
関
連
し
、

上
智
大
学
と
奨
学
金
を
創
設
し
て
、
そ
の
卒

業
生
を
上
智
大
学
に
留
学
生
と
し
て
送
り

出
し
て
い
る
ザ
ビ
エ
ル
高
校
の
訪
問
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
が
支
援
し
た
小
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
貯
水
タ
ン
ク
）
等
の
視
察
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と

連
携
協
定
を
締
結
し
て
小
規
模
案
件
の
実

施
や
大
学
院
生
留
学
制
度
を
共
に
運
営
し

て
い
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
環
境
保
護
基
金
（
Ｍ

Ｃ
Ｔ
）
や
国
連
（
Ｕ
Ｎ
）
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
広

域
事
務
所
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
所
の
訪
問
、
及
び

過
去
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
業
参
加
者
と
の
会
合

の
開
催
、
第
三
に
、
大
統
領
、
外
相
表
敬

な
ど
を
行
う
も
の
で
し
た
。
訪
問
に
よ
り
、

両
国
の
現
状
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ

の
訪
問
の
目
的
と
の
関
係
で
も
有
意
義
な

訪
問
と
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

団
員
と
し
て
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
か
ら
鳥
飼
玖

美
子
理
事
、
荒
木
恵
理
事
・
事
務
局
長
、
斉

藤
拓
馬
職
員
、
上
智
大
学
の
あ
ん
・
ま
く
ど

な
る
ど
教
授
、
織
朱
實
教
授
、
上
智
大
学
卒

業
生
の
ソ
フ
ィ
ア
会
の
三
溝
真
季
氏
（
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
に
の
み
）
が
同
行
し
ま
し
た
。

す
ぐ
に
、
数
名
の
生
徒
が
留
学
に
関
心
が
あ

る
と
理
事
長
に
質
問
に
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、

全
員
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
が
、
生
徒
の

輝
く
目
に
、
一
同
魅
了
さ
れ
、
是
非
と
も
留

学
制
度
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

た
次
第
で
す
。

全
体
で
10
基
寄
付
し
た
内
の
２
基
目
）
と
ペ

ン
キ
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
タ
ン
ク
は
、

浄
化
装
置
付
で
は
な
く
、
屋
根
か
ら
の
雨
水

を
貯
め
る
簡
素
な
も
の
で
す
が
、
か
え
っ
て

浄
化
装
置
の
故
障
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

不
要
な
の
で
現
地
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
し
た
。
水
は
飲
料
用
で
は
な
く
調

理
な
ど
に
使
っ
て
お
り
、
訪
問
し
た
と
き
に

は
住
民
が
マ
グ
ロ
を
調
理
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
タ
ン
ク
を
近
隣
住
民
30
～
40
世
帯
が
使

う
よ
う
で
、
住
民
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

し
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
マ
ー
シ
ャ
ル
で
は

雨
水
に
依
存
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
貯
水
タ

ン
ク
が
住
民
の
生
活
に
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

APIC が寄付した貯水タンクの前で 校歌で歓迎

（基礎データ出展：外務省 HP）

607 の島々と環礁からなる島国。ヤップ・チューク・ポンペイ・
コスラエの 4 州で連邦を構成する。1986 年に米国から独立。

面積：約 700㎢（奄美大島とほぼ同じ大きさ）
人口：約 11.3 万人（2021 年、世銀）
首都：パリキール
民族：ミクロネシア系
言語：英語の他、現地の 8 言語
宗教：キリスト教

ミクロネシア連邦
Federated States of Micronesia

太平洋に浮かぶ 29 の環礁と 5 つの島が連なる島国。
1986 年に米国から独立。

面積：約 180㎢（霞ケ浦とほぼ同じ大きさ）
人口：約 4.2 万人（2021 年、世銀）
首都：マジュロ
民族：ミクロネシア系
言語：マーシャル語、英語
宗教：キリスト教

マーシャル諸島共和国
Republic of the Marshall Islands

（
注
）
ザ
ビ
エ
ル
高
校
は
こ
の
地
域
の
優
秀

校
で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
モ
リ
元
大
統

領
を
は
じ
め
、
パ
ラ
オ
共
和
国
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
共
和
国
な
ど
こ
の
地
域
の
政
界
・
経

済
界
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
私
立
高

校
。
北
西
太
平
洋
地
域
に
位
置
す
る
こ
れ
ら

の
国
々
は
歴
史
的
に
も
日
本
と
関
係
が
深
く
、

ザ
ビ
エ
ル
高
校
の
校
舎
は
１
９
３
８
年
に
馬

淵
建
設
（
本
社
・
横
浜
市
）
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
旧
日
本
海
軍
通
信
施
設
の
建
物
を
校

舎
の
一
部
と
し
て
使
用
。
ま
た
、
ザ
ビ
エ
ル

高
校
は
、
上
智
大
学
の
設
立
母
体
で
も
あ
る

カ
ト
リ
ッ
ク
・
イ
エ
ズ
ス
会
が
運
営
。

東京

グアム

北マリアナ諸島

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島共和国

日本

パリキール マジュロ

ヤップ州 チューク州 ポンペイ州 コスラエ州

パラオ
共和国

滞在中の主なスケジュール

2/23（金）

	- ミクロネシア連邦・チューク州 着

	- 環境セミナー 開催

	- ザビエル高校 訪問

	- 重家 APIC 理事長主催夕食会

2/24（土） 	- APIC が設置を支援した貯水タンクの視察

2/25（日）
	- ミクロネシア連邦・ポンペイ州 着

	- 籠宮 在ミクロネシア日本国大使 表敬訪問

2/26（月）

	- 国連（UN）ミクロネシア広域事務所、JICA ミ

クロネシア支所、MCT 事務所 訪問

	- ロバート ミクロネシア連邦外務大臣 表敬訪問

	- シミナ ミクロネシア連邦大統領 表敬訪問

	- ミクロネシア連邦短期大学（COM-FSM）訪問

	- 在ミクロネシア日本国大使館 濱野臨時代理大使

主催夕食会

2/27（火）

	- ナン・マドール・ビジターセンター 視察

	- ナン・マドール遺跡 視察

	- 重家 APIC 理事長主催夕食会

2/28（水） 	- マーシャル諸島・マジュロ 着

2/29（木）

	- 在マーシャル日本国大使館 訪問

	- マーシャル諸島海洋資源局 （MIMRA）訪問

	- マーシャル諸島短期大学（CMI）にてワーク

ショップ

	- APIC・在マーシャル日本国大使館共催夕食会

3/1（金）
	- マジュロ環礁 視察

	- 上智大学主催夕食会

3/2（土） 	- 帰国

◆ 

貯
水
タ
ン
ク

（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
チ
ュ
ー
ク
州
）

　

２
月
24
日
午
前
、
チ
ュ
ー
ク
州
電
力
・
上

下
水
道
会
社（
Ｃ
Ｐ
Ｕ
Ｃ
）社
長
の
ケ
ン
ボ
ー
・

ミ
ダ
氏
の
案
内
で
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
寄
付
し
た

貯
水
タ
ン
ク
の
視
察
を
行
な
い
ま
し
た
。
村

の
集
会
所
の
前
に
設
置
さ
れ
た
給
水
タ
ン
ク

（
１
，
０
０
０
ガ
ロ
ン
）
の
側
面
に
は
、「
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ 

Ｎ
ｏ
．
２
」（
チ
ュ
ー
ク
の
ウ
エ
ノ
島
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世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
遺
跡
で
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
外
務
省
の
草
の
根
文

化
無
償
資
金
協
力
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の

で
す
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
遺
跡
保
存
の
支
援
の
一

環
と
し
て
、
在
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
日
本
国
大
使

館
と
の
協
力
で
、
セ
ン
タ
ー
の
入
り
口
に
銘

板
と
案
内
板
の
作
成
・
設
置
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
訪
問
で
、
ナ
ン
・
マ
ド
ー

ル
の
視
察
と
そ
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
確

認
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
大
使
館
館
員
の
同
行
で
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
ポ
ン
ペ
イ
州
環
境

局
の
局
長
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
土
地
整
備
と
建
物
の

建
設
は
終
了
し
て
い
る
が
、
ま
だ
正
式
に

オ
ー
プ
ン
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
内
部
は
、
米
国
が
支
援
し
た
説
明
パ

が
っ
て
い
く
こ
と
は
支
援
の
意
義
が
あ
る
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
マ
ジ
ュ
ロ
で
は
、
２
月

29
日
に
、
大
使
館
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
共
催
で
夕

食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
使
館
か
ら
は
服

部
臨
時
代
理
大
使
が
出
席
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、「
太
平
洋
記
者
招
待
計
画
」
に
参
加

し
た
ギ
フ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
、「
若
手
リ
ー

ダ
ー
招
待
計
画
」
に
参
加
し
た
ブ
ラ
イ
ア
ン

ト
・
ゼ
ベ
デ
ィ
氏
（
現
、
海
洋
資
源
庁
下
部

組
織
の
保
護
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当
官
）、

ジ
ャ
ッ
ク
・
チ
ョ
ン
ガ
ム
氏
（
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
電
力
公
社
総
裁
）、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ミ
ヤ

ゾ
エ
氏
（
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
法
人
副
登
記
官

兼
海
事
副
長
官
）
の
ほ
か
、
元
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐

Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
と
し
て
ま
く
ど
な
る
ど
教
授

の
指
導
を
受
け
た
ラ
ジ
キ
ッ
ト
・
ル
フ
ス
氏

（
マ
ー
シ
ャ
ル
短
期
大
学
副
学
長
付
）
と
現
在

指
導
を
受
け
て
い
る
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ジ
ュ
リ

ア
氏
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
現
況
を
報
告
し
、ま
た
、

参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
の
理
解
者
・
支
援
者
を
拡
大
す
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

ナ
ン
・
マ
ド
ー
ル
遺
跡
視
察

（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
ポ
ン
ペ
イ
州
）

　

２
月
27
日
、
ナ
ン
・
マ
ド
ー
ル
と
ナ
ン
・

マ
ド
ー
ル
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し

ま
し
た
。
ナ
ン
・
マ
ド
ー
ル
は
、
ユ
ネ
ス
コ

太平洋事業 APIC 訪問団のミクロネシア連邦・マーシャル諸島訪問 

ネ
ル
が
壁
に
貼
っ
て
あ
り
、
展
示
ケ
ー
ス

に
ナ
ン
・
マ
ド
ー
ル
の
ジ
オ
ラ
マ
風
の
も

の
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
対
す
る
支
援
に
対
し
て
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
有
意
義
な
表
敬
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。

◆ 

駐
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
日
本
国
大
使
、
Ｕ
Ｎ

事
務
所
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
所
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
事
務
所
訪
問

（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
ポ
ン
ペ
イ
州
）

　

２
月
25
日
、
一
行
は
公
邸
に
籠
宮
信
雄
駐

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
日
本
国
大
使
を
訪
問
し
、
現

地
情
勢
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
午
前
中
に
は
、
Ｕ
Ｎ
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
広
域
事
務
所
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
所
、
Ｍ
Ｃ

Ｔ
事
務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
Ｕ
Ｎ
広
域
事

務
所
は
２
年
ほ
ど
前
に
で
き
た
新
し
い
事
務

所
で
す
が
、
国
連
常
駐
調
整
官
の
ヤ
ー
プ
・

ヴ
ァ
ン
・
ヒ
エ
ル
デ
ン
氏
か
ら
Ｕ
Ｎ
の
こ
の

地
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
事
務
所
は
拡
大
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
Ｕ
Ｎ
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
中
の
由
で
、
今
後
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
連
携
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
所
を
訪
問
し
、

山
内
所
長
か
ら
当
地
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
事
務
所
を
訪
問
し
、
事
務
局

長
代
理
の
ア
ン
ド
ン
氏
か
ら
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
の
活

動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
連
携
し
て
上
智
大
学
大
学

院
へ
の
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
小
規
模
グ
ラ

◆ 
各
地
で
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
集
い

（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
チ
ュ
ー
ク
州
、
ポ

ン
ペ
イ
州
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
・
マ
ジ
ュ
ロ
）

　

チ
ュ
ー
ク
州
に
お
い
て
は
、
２
月
23
日
の

夜
、
宿
泊
ホ
テ
ル
の
会
議
室
に
お
い
て
、
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
「
若
手
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
」
で

訪
日
し
た
上
記
の
ケ
ン
ボ
ー
・
ミ
ダ
氏
、
上

智
大
学
へ
の
留
学
生
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
モ
リ
前

駐
日
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
公
使
、
ザ
ビ
エ
ル
高
校

の
ケ
ニ
ー
神
父
（
理
事
長
）
を
招
待
し
て
、

再
会
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
１
８

年
に
卒
業
し
た
ザ
ビ
エ
ル
奨
学
金
制
度
第
１

期
生
の
メ
ア
リ
ー
・
モ
リ
氏
は
子
供
を
連
れ

て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
同
日
開
催
さ
れ

た
環
境
セ
ミ
ナ
ー
を
準
備
し
て
く
れ
た
元
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
の
ブ
ラ
ッ
ド
・
モ

リ
氏
と
シ
ャ
ナ
イ
ア
・
ア
ー
ノ
ル
ド
氏
も
参

加
し
た
再
会
の
集
い
で
は
、
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
理
解
者
・
仲
間
の
き

ナン・マドール遺跡を訪問MCT 事務所にて 国連常駐調整官のヤープ・ヴァン・ヒエルデン氏と

シミナ大統領、パリク副大統領を表敬訪問 ロバート外務大臣を表敬訪問

（
注
）
ナ
ン
・
マ
ド
ー
ル
遺
跡
は
、
お
よ
そ

１
０
０
の
人
工
島
か
ら
な
る
太
平
洋
地
域
で

最
大
の
巨
大
遺
跡
。
２
０
１
６
年
７
月
に
ユ

ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
同
時

に
危
機
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
。
そ
の
主
な

理
由
と
し
て
、
遺
跡
お
よ
び
周
辺
環
境
の
保

全
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
管
理
と

運
営
シ
ス
テ
ム
の
不
備
な
ど
を
指
摘
。
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
遺
跡
の
保
護
を
目
的
と

し
、
訪
問
者
の
動
線
管
理
や
人
数
制
限
の
ほ

か
、
専
門
ガ
イ
ド
の
育
成
、
訪
問
者
や
現
地

住
民
へ
の
遺
跡
に
関
す
る
理
解
促
進
と
教
育

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
も
の
。

ず
な
を
深
め
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ポ
ン
ペ
イ
州
で
は
２
月
26
日
に
、
在
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
日
本
大
使
館
の
濱
野
臨
時
代
理
大

使
主
催
で
夕
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
招
待
で
訪
日
し
た

人
々
の
う
ち
、「
太
平
洋
記
者
招
待
計
画
」
で

訪
日
し
た
ビ
ル
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
氏
が
参
加
し

ま
し
た
。
大
使
館
か
ら
は
濱
野
臨
時
代
理
大

使
の
ほ
か
、
大
使
館
職
員
も
数
名
出
席
し
、

賑
わ
い
の
あ
る
会
合
と
な
り
ま
し
た
。
翌
27

日
は
、
重
家
理
事
長
主
催
の
夕
食
会
が
あ
り
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
と
し
て
上
智
大

学
大
学
院
で
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
の
指
導
を

受
け
た
ダ
ー
ラ
・
ヤ
テ
ィ
ル
マ
ン
氏
、
元
ザ

ビ
エ
ル
留
学
生
の
シ
ョ
ー
ン
・
ミ
ン
ギ
ー
氏
、

と
現
在
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
と
し
て
上
智
大
学

に
通
っ
て
い
る
イ
ザ
ベ
ラ
・
コ
ス
ト
カ
氏
も

参
加
し
ま
し
た
。
帰
国
し
た
元
留
学
生
は
そ

れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
輪
が
広

1. メアリーさんとの再会（チューク州）
2. 重家理事長主催の夕食会にて（ポンペイ州）
3. マジュロでの夕食会にて

1

2

3

◆ 

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
統
領
・
外
務
大
臣
表
敬

（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
ポ
ン
ペ
イ
州
）

　

２
月
26
日
午
後
、
ロ
ー
リ
ン
・
ロ
バ
ー
ト

外
務
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
、
そ
の
後
、
ウ
エ

ズ
リ
ー
・
シ
ミ
ナ
大
統
領
、
ア
レ
ン
・
パ
リ

ク
副
大
統
領
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
外
相

か
ら
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
支
援
へ
の
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
外
相
は
、
駐
日
大

使
館
の
設
立
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
や
日
本
で

の
生
活
な
ど
の
思
い
出
を
話
し
、
日
本
に
対

す
る
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
統
領
を
表
敬
し
ま
し
た
。
大
統
領
か
ら
も
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（
注
）
首
都
マ
ジ
ュ
ロ
の
あ
る
マ
ジ
ュ
ロ
環
礁

は
57
の
大
小
の
サ
ン
ゴ
の
島
が
楕
円
形
を
描

く
よ
う
に
約
１
０
０
㎞
に
わ
た
り
連
な
っ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
約
50
㎞
が
舗
装
道
路
で
結

ば
れ
て
い
る
。
環
礁
で
あ
る
た
め
、
島
の
幅

は
広
い
と
こ
ろ
で
２
㎞
ほ
ど
、
狭
い
と
こ
ろ

は
15
ｍ
程
度
し
か
な
く
、
海
抜
も
最
高
６
ｍ

く
ら
い
。

ン
ト
案
件
（
貯
水
タ
ン
ク
な
ど
）
を
実
施
し

て
お
り
、
同
氏
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
協
力
に
対

す
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
短
期
大
学
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
‐
Ｆ

Ｓ
Ｍ
：
以
下
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
訪
問

（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
ポ
ン
ペ
イ
州
）

　

２
月
26
日
午
後
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
を
訪
問
し
ま
し

た
。
生
憎
、
学
長
も
担
当
副
学
長
も
海
外
出

張
中
と
い
う
こ
と
で
、
代
理
で
別
の
副
学
長

と
学
部
長
に
面
会
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
「
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
学
生
招
待
計

画
」
に
は
毎
年
１
～
２
名
Ｃ
Ｏ
Ｍ
か
ら
参
加

し
て
お
り
、
本
年
夏
の
参
加
者
に
つ
い
て
も

す
で
に
決
ま
っ
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
こ
と
に
言
及
す
る
と
、
学
部
長
か
ら
は

10
名
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
で
１
名
を
選

ん
だ
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
と
の
協
力
関
係
の
強
化

や
学
生
招
待
計
画
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆ 

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
海
洋
資
源
庁
（
Ｍ
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ａ
）

（
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
・
マ
ジ
ュ
ロ
）

　

２
月
29
日
の
午
前
中
に
、
ヒ
ル
ダ
・
ハ
イ

ネ
大
統
領
を
表
敬
訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
当
日
朝
、
大
統

領
の
体
調
不
良
に
よ
り
、
表
敬
が
キ
ャ
ン
セ

ル
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
大
使
館
で
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
政
治
経
済
情
勢
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
午
後
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
海
洋
資
源
局 

（M
arshall Islands M

arine 

Resource Authority

：
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ａ
）
を

訪
問
し
ま
し
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ａ
は
、
世
銀
の

支
援
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
建
物
に
事
務
所
が

あ
り
、
最
新
の
機
器
を
使
っ
て
船
舶
の
同
行

を
モ
ニ
タ
ー
し
て
お
り
、
入
漁
料
を
支
払
っ

て
い
る
漁
船
と
支
払
っ
て
い
な
い
漁
船
、
不

審
船
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
て
モ
ニ

タ
ー
し
て
お
り
、
水
産
資
源
の
管
理
を
行
っ

て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ａ
は
、
離
島
振
興
の
一

環
と
し
て
、
運
搬
船
を
回
航
し
て
近
隣
の
環

礁
か
ら
漁
獲
物
を
買
い
付
け
、
マ
ジ
ュ
ロ

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
買
い
取
っ
た
漁
獲
物

は
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ａ
が
運
営
す
るO

uter Island 

派
遣
さ
れ
て
い
る
専
門
家
（
経
営
）
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
マ
ジ
ュ
ロ
の
環
礁
内
で

と
れ
る
魚
に
比
べ
て
鮮
度
が
落
ち
る
の
で
価

格
を
低
く
せ
ざ
る
を
得
ず
、赤
字
経
営
と
な
っ

て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◆ 

マ
ー
シ
ャ
ル
短
期
大
学

（
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
・
マ
ジ
ュ
ロ
）

　

マ
ジ
ュ
ロ
訪
問
の
機
会
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル

短
期
大
学
の
学
長
と
の
面
会
を
試
み
ま
し
た

が
、
海
外
出
張
中
で
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
元
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
の

ル
フ
ス
氏
が
同
短
大
の
副
学
長
付
に
就
い
て

お
り
、
同
短
大
の
会
議
室
を
使
い
、
ま
く
ど

な
る
ど
教
授
と
織
教
授
が
指
導
し
て
い
る
大

学
院
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
博
士
論
文
と
修
士

論
文
に
つ
い
て
説
明
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
後
キ
ャ
ン
パ
ス
を
視
察
し
ま
し
た
。
今

後
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
「
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
学
生

招
待
計
画
」
な
ど
の
実
施
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆ 

マ
ー
シ
ャ
ル
環
礁
・
保
護
地
域
の
視
察

（
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
・
マ
ジ
ュ
ロ
）

　

３
月
１
日
は
、ビ
キ
ニ
環
礁
で
米
国
が
行
っ

た
水
爆
実
験
の
70
周
年
記
念
に
あ
た
っ
て
い

て
、
同
国
は
休
日
で
、
パ
レ
ー
ド
や
大
統
領

の
演
説
な
ど
の
行
事
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

一
行
は
施
設
訪
問
等
は
行
わ
ず
、
マ
ジ
ュ
ロ

環
礁
を
視
察
し
ま
し
た
。
午
前
中
に
、
環
礁

内
の
離
島
に
ボ
ー
ト
で
行
き
、
透
明
で
汚
染

さ
れ
て
い
な
い
保
護
区
域
の
視
察
を
し
ま
し

た
。
午
後
は
、
環
礁
の
３
分
の
１
ほ
ど
車
で

視
察
し
て
、
南
端
に
位
置
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル

短
期
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
訪
問
し
ま
し
た
。

夕
食
は
、
上
智
大
学
の
大
学
院
生
が
現
地
で

調
達
し
た
食
材
を
使
っ
て
寮
の
厨
房
で
作
り
、

寮
の
食
堂
で
一
行
も
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

マーシャル短期大学にてワークショップ

MIMRA にて

Fish M
arket Center

（
Ｏ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｃ
）
に
搬

入
し
、
鮮
魚
の
ま
ま
販

売
す
る
他
、
フ
ィ
レ
や

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ル
に

加
工
し
、
一
般
販
売
の

他
、
学
校
や
病
院
の
給

食
用
と
し
て
供
給
し
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
一

行
も
Ｏ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｃ
を
訪

問
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら

APIC 訪問団のミクロネシア連邦・マーシャル諸島訪問 

上
智
大
学
大
学
院 

地
球
環
境
学
研
究
科

あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
　
教
授

　
２
０
１
４
年
に
パ
ラ
オ
か
ら
始
ま
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
と
カ
リ
ブ
海
で
の
半
年
ご
と
の
環
境
セ
ミ
ナ
ー

に
関
し
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
私
た
ち
上
智
大
学
に
「
次
は

何
を
す
る
の
か
？
」
と
問
い
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

太
平
洋
と
カ
リ
ブ
海
を
対
象
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
環

境
保
護
基
金
等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
環
境
学

修
士
課
程
の
奨
学
金
の
設
立
や
ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所
の
設
立
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
回
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
支
援
の
お
か
げ
で
実
現
し
た
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
成
果
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
、
様
々
な
地
位
に
就
い
て
い
る
上
智
大
学
の

卒
業
生
と
再
会
で
き
ま
し
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
か
ら

始
ま
っ
た
こ
と
が
、
現
在
で
は
他
の
多
く
の
国
々
の

学
生
が
参
加
す
る
持
続
可
能
性
に
焦
点
を
当
て
た
共

同
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
秋
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
カ

リ
ブ
海
の
若
い
リ
ー
ダ
ー
を
大
学
院

で
迎
え
ま
す
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、

太
平
洋
と
カ
リ
ブ
海
の
活
動
を
つ
な

ぐ
強
力
な
橋
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。

上
智
大
学
大
学
院 

地
球
環
境
学
研
究
科

織 

朱
實
　
教
授

　
２
０
２
４
年
２
月
、
太
平
洋
環
境
セ
ミ
ナ
ー
開
催

で
の
講
演
を
主
目
的
と
し
て
、
重
家
理
事
長
団
長
の

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
訪
問
団
と
と
も
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ど
の
訪
問
先

で
も
心
温
ま
る
歓
待
を
受
け
ま
し
た
が
、
特
に
ザ
ビ

エ
ル
高
校
で
全
校
生
徒
が
花
輪
や
歌
で
歓
待
し
て
く

れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
支

援
で
の
上
智
大
学
へ
の
留
学
が
、
高
校
生
に
と
っ
て

世
界
へ
の
一
歩
で
あ
り
大
き
な
憧
れ
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
卒
業
生
の
活
躍
が
誇
り
で
あ
る
こ
と
を
生
徒

た
ち
の
明
る
い
笑
顔
か
ら
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
寄
贈
の
給
水
タ
ン
ク
が

洗
濯
、
調
理
等
に
活
用
さ
れ
、
村
の
人
地
の
生
活
に

役
立
っ
て
い
る
様
子
を
み
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

島
嶼
に
お
い
て
、生
活
用
水
の
確
保
は
必
須
で
す
。「
巨

額
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で
な
く
、
小
さ
な
支
援
を

積
み
上
げ
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

地
域
の
発
展
に
大
切
な
の
で
す
」
と

ポ
ン
ペ
イ
の
行
政
マ
ン
が
語
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
れ
を
実
践
し

て
い
る
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

鳥
飼 

玖
美
子
　
理
事

　
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
視
察
の
感
想
は
「
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
」。
理
事
会
で
報
告
を
聞
い
て
い
た
が
、
現
地
を
訪
れ
初

め
て
環
境
問
題
の
深
刻
さ
を
理
解
し
た
。
道
路
や
海
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
車
も
あ
る
。

廃
棄
物
処
理
場
や
自
動
車
修
理
工
場
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
イ
ン
フ
ラ
の
問
題
は
大
き
い
。

　
小
学
校
か
ら
教
育
は
、
８
つ
あ
る
現
地
語
で
は
な
く
英
語

で
行
わ
れ
、
教
科
書
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
提
供
さ
れ
ア
メ
リ
カ

の
歴
史
を
学
ぶ
と
知
っ
た
。
自
ら
の
母
語
で
教
育
を
受
け
て

い
な
い
若
い
世
代
は
自
文
化
へ
の
愛
情
や
誇
り
を
涵
養
さ
れ

な
い
で
育
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
祖
国
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
に
く
い
。
最
新
の
機
材
を
援
助
で
得
て

も
専
門
家
が
い
な
け
れ
ば
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
。
現
地
で

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
人
材
を
育
成
し
な
け
れ
ば
発

展
は
望
め
な
い
、
と
い
う
課
題
は
看
過
で
き
な
い
。

　
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
は
滞
在
中
の
３
月
１
日
が
ビ
キ

ニ
環
礁
で
米
国
が
行
っ
た

水
爆
実
験
の
70
周
年
に
あ

た
っ
て
お
り
、
女
性
大
統
領

に
よ
る
「
核
の
日
」
の
取
り

組
み
に
感
銘
を
受
け
た
。
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太平洋事業

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
に
て

太
平
洋
環
境
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州

オ
ネ
イ
島
へ
の
貯
水
タ
ン
ク
支
援

　

２
０
２
４
年
２
月
23
日
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

連
邦
の
チ
ュ
ー
ク
州
に
お
い
て
、
第
５
回
太

平
洋
環
境
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
７
月
に
上
智
大
学
と
共
催
で

「
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
以
来
、環
境
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
パ
ラ
オ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
ポ
ン
ペ
イ
州
、

サ
モ
ア
と
太
平
洋
地
域
で
４
回
、
ジ
ャ
マ
イ

カ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
バ
ル
バ
ド

ス
の
カ
リ
ブ
地
域
で
３
回
、
開
催
し
ま
し
た

が
、
今
回
、
太
平
洋
地
域
で
５
回
目
と
な
る

セ
ミ
ナ
ー
を
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
チ
ュ
ー

ク
州
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
環
境
セ
ミ
ナ
ー
は
、
２
０
２
０
年

３
月
に
開
催
予
定
で
準
備
し
て
い
た
も
の
で

す
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
に
よ
り
延
期
と
な

り
、
よ
う
や
く
実
現
出
来
た
も
の
で
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
訪
問
団
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
訪
問
（
本
誌
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

と
時
期
を
合
わ
せ
て
開
催
し
、
重
家
理
事
長
、

鳥
飼
理
事
も
参
加
し
ま
し
た
。
司
会
進
行
は

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
荒
木
恵
理
事
・
事
務
局
長
が
行
い

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
重
家
理
事
長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究

科 

織
朱
實
教
授
の
「
チ
ュ
ー
ク
に
お
け
る

持
続
可
能
な
ご
み
管
理
に
つ
い
て
」
の
基
調

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護
基

金
（M

icronesia Conservation Trust

：

Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
か
ら
協
力
要
請
を
受
け
、
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
オ
ネ
イ
島
で
の
貯
水

タ
ン
ク
の
購
入
・
設
置
の
た
め
、
２
０
２
３

年
６
月
お
よ
び
７
月
と
二
度
に
わ
け
て
計

２
０
，
０
０
０
ド
ル
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
オ
ネ
イ
島

に
あ
る
８
つ
の
村
（
住
民
は
合
計
８
３
８
名
）

に
そ
れ
ぞ
れ
１
，
０
０
０
ガ
ロ
ン
の
貯
水
タ

ン
ク
計
８
基
を
設
置
す
る
も
の
で
、
そ
こ
か

ら
各
家
庭
に
パ
イ
プ
を
設
置
し
て
配
水
す
る

講
演
の
後
、
上
智
大
学
ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所
長
・
大
学
院
地
球
環

境
学
研
究
科 

あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
教
授

を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、「
包
括
的
な
ご

み
管
理
の
行
動
計
画
向
け
て
」
と
い
う
議
題

で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
と
し
て
上
智
大

学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
で
ま
く
ど
な

る
ど
教
授
の
指
導
を
受
け
て
帰
国
し
、
現
在

は
チ
ュ
ー
ク
州
環
境
保
護
庁
の
ト
ッ
プ
に
つ

い
て
い
る
ブ
ラ
ッ
ド
・
モ
リ
氏
、
同
じ
く
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
と
し
て
ま
く
ど
な

る
ど
教
授
の
指
導
を
受
け
て
昨
年
９
月
に
卒

業
し
帰
国
後
、
環
境
保
護
庁
で
働
い
て
い
る

シ
ャ
ナ
イ
ア
・
ア
ー
ノ
ル
ド
氏
、
同
庁
職
員

の
ジ
ョ
イ
・
ス
ー
ウ
ェ
ル
氏
、
チ
ュ
ー
ク
女

性
評
議
会
の
リ
デ
ィ
ー
・
シ
ア
リ
ア
ス
氏
、

チ
ュ
ー
ク
州
電
力
・
上
下
水
道
会
社
社
長
の

ケ
ン
ボ
ー
・
ミ
ダ
氏
が
参
加
し
、
チ
ュ
ー
ク

州
が
抱
え
る
問
題
点
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
約
30
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

上
下
水
道
関
係
者
の
ほ
か
、
近
隣
の
中
学
・

高
校
生
も
８
～
９
名
が
参
加
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
若
い
人
に
対
す
る
啓
蒙
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
の
総
括
と

鳥
飼
理
事
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

1. 織教授による講演　2. パネルディスカッション中のまくどなるど教授（左から 3 番目）と参加したパネリストたち
3. パネルディスカッション中のシャナイアさん　4. 鳥飼理事の挨拶

設置されたタンクと住民たち

設置のため運搬中の貯水タンク

1

234

こ
と
で
、
す
べ
て
の
住
民
が
水
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

太
平
洋
地
域
の
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同

様
、
オ
ネ
イ
島
で
は
過
去
数
年
に
わ
た
っ
て

厳
し
い
干
ば
つ
が
度
々
起
こ
っ
て
お
り
、
生

活
用
水
や
、
タ
ロ
イ
モ
、
ブ
レ
ッ
ド
フ
ル
ー

ツ
、
コ
コ
ナ
ツ
な
ど
の
食
料
資
源
が
そ
の
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。
オ
ネ
イ
島
の
こ
れ
ま

で
の
貯
水
設
備
で
は
、
こ
の
よ
う
な
干
ば
つ

を
含
む
、
長
期
に
わ
た
る
自
然
災
害
に
十
分

な
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
今

回
、
雨
水
を
た
め
る
貯
水
タ
ン
ク
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
安
定
し
た
水
の
確
保
が
可
能
に

な
り
、
干
ば
つ
に
対
す
る
長
期
的
な
対
策
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
過
去
に
も
Ｍ
Ｃ
Ｔ
を
通
じ

て
、
同
様
の
貯
水
タ
ン
ク
を
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

地
域
の
離
島
で
設
置
す
る
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
地
域
の
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
支
援

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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ジ
ャ
マ
イ
カ
で
の
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
開
催
支
援
２
０
２
４

ジ
ャ
マ
イ
カ
外
務
・
貿
易
大
臣

歓
迎
昼
食
会

西インド諸島大学
University of the West Indies (UWI)

西インド諸島の 17 の国と地域で英語による高等
教育を行う大学。4 つのキャンパス（ジャマイ
カのモナ校、トリニダード・トバゴのセント・オー
ガスティン校、バルバドスのケーブヒル校、ア
ンティグア・バーブーダのファイブアイランズ
校）の他、通信制のグローバルキャンパスが各
地にあり、英語を公用語とするカリブ諸国にお
ける最古にして最大の高等教育機関として、様々
な分野に人材を輩出している。

カ
リ
ブ
事
業

カリブ事業

　

外
務
省
賓
客
と
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ
よ
り

カ
ミ
ナ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＝
ス
ミ
ス
外
務
・

貿
易
大
臣
が
来
日
さ
れ
、
２
０
２
４
年
２

月
７
日
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
主
催
の
歓
迎
昼
食
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
重
家
理
事
長
主
催
の
昼
食

会
に
は
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
駐
日
ジ
ャ
マ
イ
カ

大
使
、
現
・
前
・
元
の
駐
ジ
ャ
マ
イ
カ

日
本
大
使
、
野
口
外
務
省
中
南
米
局
長
、

河
田
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
理
事
、
小
原
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
中
南
米
部
長
、
北
野
自
治
体
国
際
協

会
参
与
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
役
員
な
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。
大
臣
か
ら
は
、
ジ
ャ
マ
イ

カ
と
日
本
と
の
外
交
関
係
樹
立
後
60
年

の
両
国
の
協
力
を
評
価
し
、
そ
の
中
で
、

リ
チ
ャ
ー
ズ
駐
日
大
使
自
身
が
か
つ
て

来
日
し
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
「
若
手
リ
ー
ダ
ー

招
待
計
画
」
を
始
め
と
す
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

の
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
対
す
る
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
、
と
り
わ
け
、
２
０
２
２
年

に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
招
待
で
訪
日
し
た
パ
ー

ネ
ル
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
農
業
・

　

２
０
２
４
年
６
月
８
日
、
在
ジ
ャ
マ
イ
カ

日
本
国
大
使
館
・
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ

Ｗ
Ｉ
）
の
共
催
で
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
２
４
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
コ

ン
テ
ス
ト
は
国
際
交
流
基
金
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
人
会
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
同
窓
会
、

ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
語
教
師
会
の
協
力
の
も
と

行
わ
れ
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
協
賛
と
い
う
形
で
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
80
名
ほ
ど
の
観
客
が
訪
れ
、
渥
美

恭
弘 

在
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
大
使
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ

ヴ
ィ
ロ
リ
ア
現
代
語
・
文
学
部
学
科
長
の
挨

拶
に
続
き
14
名
の
参
加
者
が
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
「
私
の
好
き
な
も
の
（
レ

ベ
ル
１
）」
と
「
環
境
／
観
光
／
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
レ
ベ
ル
２
）」
に
加
え
て
、「
日
・
ジ
ャ
マ

イ
カ
外
交
関
係
樹
立
60
周
年
」
と
「
日
・
カ

リ
ブ
交
流
年
２
０
２
４
」
を
記
念
し
た
今
年

は
マ
ス
タ
ー
レ
ベ
ル
が
設
け
ら
れ
、「
ジ
ャ

マ
イ
カ
と
日
本
と
私
」
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

漁
業
大
臣
が
、
有
益
な
訪
日
だ
っ
た
と

語
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。
Ｊ
‐
Ｊ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
今
後

と
も
、
協
力
関
係
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
締
め
く
く
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
参
加
者
と
の
懇
親
を
深
め
て
、

最
後
に
集
合
写
真
を
撮
っ
て
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

（基礎データ出展：外務省 HP）

中米カリブ海地域に位置する立憲君主制国家。1962
年にイギリス連邦加盟国として独立。

面積：約 10,990㎢（岐阜県とほぼ同じ大きさ）（世銀）
人口：282.7 万人（2022 年、世銀）
首都：キングストン
民族：アフリカ系が 9 割
言語：英語（公用語）、ジャマイカ・クレオール語
　　　（いわゆる「パトワ語」を含む）
宗教：キリスト教

ジャマイカ
Jamaica

　

ま
た
、
日
本
文
化
の
紹
介
と
し
て
Ｕ
Ｗ
Ｉ

ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
歌
と
ダ
ン
ス
、
日

本
へ
国
費
留
学
中
の
学
生
に
よ
る
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
、日
本
の
外
務
省
主
催「Juntos!!

中
南
米
対
日
理
解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
よ
り
訪
日
し
た
ジ
ャ
マ
イ
カ
外
交
官
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
品
と
し

て
、
前
回
に
引
き
続
き
今
回
も
日
本
語
の
本

や
扇
子
、
生
け
花
、
茶
道
、
書
道
グ
ッ
ズ
等
、

日
本
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
グ
ッ
ズ
を

送
り
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
司
会
か
ら

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、

大
使
の
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
も
賞
品
を
準
備

し
た
点
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。
現

地
で
は
手
に
入
ら
な
い
も
の
で
大
変
好
評

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

渥美大使によるご挨拶

会場の様子
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Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
は
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
地
域
の
留
学
生
を
支
援
す
る

た
め
、現
在
３
つ
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、

２
０
２
４
年
度
の
新
入
生
候
補
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

留学生支援事業

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
　

毎
月
１
回
（
８
月
以
外
）
開
催

さ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情

勢
講
演
会
で
は
、
外
務
省
幹
部
、

在
外
大
使
な
ど
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、
時
局
の
外
交
課
題
や

激
動
す
る
国
際
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
職

の
外
務
事
務
次
官
や
外
務
省
局

長
、
一
時
帰
国
中
や
退
官
直
後
の

大
使
か
ら
、
い
ま
実
際
に
進
行
中

の
国
際
情
勢
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
質
の
高
い
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
機
会
と
し
て
、
参
加
者
か

ら
の
評
価
は
極
め
て
高
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
鑑
み
、
２
０
２
１
年
５

月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配

信
も
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
会

場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
講
演
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
維
持
会

員
の
皆
様
に
は
自
動
的
に
ご
案

内
す
る
ほ
か
、
非
会
員
で
参
加

を
ご
希
望
の
方
に
も
ご
案
内
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
誌
裏
表
紙
に
記
載

し
て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務
局
の

連
絡
先
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

講演会事業

講師・演題一覧（2024 年 1月～ 6月実施分）

【第 402 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 1 月 18 日（木）
講師：外務事務次官　岡野 正敬 氏
演題：「2024 年の日本外交」

【第 403 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 2 月 15 日（木）
講師：前日本台湾交流協会台北事務所代表　泉 裕泰 氏
演題：「最近の台湾情勢について」

【第 404 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 3 月 21 日（木）
講師：外務省経済局長　片平 聡 氏
演題：「最近の主要国際経済問題と日本の経済外交」

【第 405 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 4 月 25 日（木）
講師：前駐ロシア特命全権大使　上月 豊久 氏
演題：「最近のロシア情勢と日露関係」

【第 406 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 5 月 16 日（木）
講師：前駐米国特命全権大使　冨田 浩司 氏
演題：「米国大統領選挙と日米関係」

【第 407 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 6 月 20 日（木）
講師：外務審議官（経済）　小野 啓一 氏
演題：「イタリア G7 サミットの成果と日本の外交」

次
期
新
入
生
候
補
が
決
定

2014 年に始まった奨学金制度で、ミクロネシア

連邦チューク州にあるザビエル高校・上智大学・

APIC の三者間の合意に基づき、ザビエル高校

から上智大学への留学生を支援するプログラム

です。本奨学金制度により、これまでに 6 名が

本奨学金制度によって上智大学を卒業しました。

ザビエル留学生

ジョセフィアナ・サク さん

Ms. Josephieanna Sak

ジェレマイア・スリオル さん

Mr. Jeremiah Suliol

第 9期ザビエル留学生

上智大学・ミクロネシア自然保護基金（Micronesia 

Conservation Trust：MCT）・APIC の三者間の合意

に基づき、ミクロネシア 3 カ国からの留学生を受

け入れ、上智大学大学院地球環境学研究科での修

士号取得を支援するプログラムです。2017 年のプ

ログラム開始以降、これまでに 9 名が卒業しました。

APIC-MCT 留学生

トロメイン・ジョアブ さん

Ms. Trommainnee Joab

ルーク・カルロス さん

Mr. Luke Carlos

第 8期 APIC-MCT 留学生

APIC-UWI 留学生

カリブ地域の国々の環境問題に関して取り組み、国際社会に

貢献できる人物を育成することを目的として、上記 APIC-MCT

留学制度と同様に、上智大学大学院地球環境学研究科で

修士号の取得を支援するプログラムです。西インド諸島大学

（The University of the West Indies：UWI）・上智大学・APIC

の三者間の協定が締結され、2023 年度より開始しました。
アーシャ・ギッテンス さん

Ms. Asha Gittens

第 2期 APIC-UWI 留学生

「ザビエル高校留学生奨学金制度」へのご寄付のお願い

　学生への支援をより一層充実させるため、本奨学金
制度へのご寄付をお願いしております。いただいた寄
付金は、留学生の受け入れにかかわる渡航費、入学金、
授業料、生活費等に活用させていただいております。
　皆様のおかげで、留学生たちは上智大学で充実し
た生活を送っています。皆様の温かいご支援に厚く御
礼申し上げますとともに、今後ともご協力をお願い申
し上げます。

対　象 ザビエル高校卒業生（毎年１～ 2 名入学）

留学先 上智大学国際教養学部 / 理工学部英語コース /
 Sophia Program for Sustainable Futures (SPSF)

奨学金 卒業までの４年間の奨学金を授与

振込先 三菱 UFJ 銀行　本店（店番 001）　普通口座 1660339
口座名：一般財団法人　国際協力推進協会　奨学金募金口
カナ名：ザイ）コクサイ キヨウリヨク スイシン キヨウカイ
※振込手数料はご負担をお願いしております。

● ザビエル高校（Xavier High School）とは

1952 年、ミクロネシア連邦チューク州ウエノ島にイエズス会によって設立されました。4 年制の男女共学で、生徒の数は約 150 名です。
北太平洋地域で最も著名な高校で、ミクロネシア連邦のみならず、パラオ共和国、マーシャル諸島共和国などからも生徒が集います。
生徒の学業水準はこの地域において最高水準であり、過去の卒業生には、モリ元大統領やクリスチャン元大統領をはじめ、この地域の
政界・経済界のリーダーを輩出しています。
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（
本
稿
は
〈
一
般
社
団
法
人
〉
霞
関
会
の

２
０
２
１
年
12
月
会
報
〈
Ｎ
ｏ
．
９
０
８
〉

に
掲
載
さ
れ
た
筆
者
の
寄
稿
文
「
ピ
ュ
ー
リ

タ
ン
革
命
と
バ
ル
バ
ド
ス
」
に
一
部
増
補
・

訂
正
を
加
え
た
も
の
で
す
。）

　

カ
リ
ブ
の
島
々
を
イ
ギ
リ
ス
が
植
民
地
化

し
は
じ
め
た
17
世
紀
前
半
。
北
ア
メ
リ
カ
で

も
新
し
い
動
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
６
２
０
年
、
現
在
の
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
東
部
に
イ
ギ
リ
ス
船
「
メ
イ
フ
ラ

ワ
ー
」
号
が
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
乗
っ
て

い
た
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
カ
ル
バ
ン
派

の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
（
清
教
徒
）
の
一
団
で
し

た
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
国
王
ジ
ェ
ー
ム

ズ
１
世
の
も
と
で
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
が
幅
を

き
か
せ
て
お
り
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
に
乗
っ

た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
は
迫
害
を
逃
れ
て
北

ア
メ
リ
カ
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
し
た
。「
ピ

ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
」
と
呼
ば
れ
る

彼
ら
は
裸
一
貫
で
入
植
し
、
プ
リ
マ
ス
植
民

地
を
建
設
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
商
船
隊
が

ア
ジ
ア
の
東
端
、
日
本
に
も
到
達
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
日
本
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
は

オ
ラ
ン
ダ
と
の
貿
易
競
争
に
敗
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
が
平
戸
の
商
館

を
た
た
ん
で
日
本
か
ら
撤
退
し
た
の
が
徳

ウ
ェ
ル
に
同
調
し
て
議
会
派
に
加
わ
り
ま
し

た
。
し
か
し
ま
も
な
く
、
王
政
打
倒
も
辞
さ

な
い
過
激
な
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
嫌
気
が
さ
し

て
、
よ
り
穏
健
な
長
老
派
の
議
会
リ
ー
ダ
ー

の
ひ
と
り
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
の
ち

に
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
を
バ
ル
バ
ド
ス
に
結
び
つ

け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ロ
ン
ド
ン
を
占
拠
し
た
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は

チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世
を
拘
束
し
て
、
あ
く
ま

で
立
憲
君
主
制
の
維
持
を
望
む
長
老
派
を
議

会
か
ら
追
放
し
、
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
も
投
獄
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世
は

１
６
４
９
年
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
議
会
派
に

よ
っ
て
斬
首
さ
れ
る
と
い
う
非
業
の
死
を
と

げ
ま
し
た
。
王
を
失
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
し
ば

ら
く
の
間
、
君
主
制
が
途
絶
え
共
和
制
の
国

と
な
り
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
は
財
産
を
没

収
さ
れ
た
も
の
の
数
ヶ
月
後
に
釈
放
さ
れ

ま
す
。
彼
は
故
チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世
の
息
子
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
２
世
を
奉
じ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
亡

命
し
て
い
た
王
党
派
に
合
流
し
た
あ
と
、
新

天
地
を
求
め
大
西
洋
を
わ
た
っ
て
バ
ル
バ
ド

ス
植
民
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
１
６
５
０
年

の
こ
と
で
す
。

　

彼
の
バ
ル
バ
ド
ス
行
き
の
背
後
に
は
、
島

の
植
民
地
利
権
を
握
り
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
２
世

一
派
の
お
ぼ
え
が
め
で
た
か
っ
た
、
あ
る
人

物
が
い
ま
し
た
。
そ
の
人
物
と
は
、例
の
カ
ー

ラ
イ
ル
伯
の
息
子
で
、
父
の
死
後
、
バ
ル
バ

ド
ス
植
民
地
利
権
を
継
承
し
た
カ
ー
ラ
イ
ル

伯
２
世
で
す
。
国
王
と
伯
爵
が
、
バ
ル
バ
ド

ス
つ
な
が
り
で
親
子
２
代
に
わ
た
っ
て
結
び

つ
い
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
彼
ら
の
側
に
つ

い
た
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
の
バ
ル
バ
ド
ス
行
き
に

は
次
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
が
起
き
た
あ
と
、
イ

ギ
リ
ス
国
内
の
混
乱
を
逃
れ
て
王
党
派
、
議

会
派
双
方
の
人
々
が
入
植
者
と
し
て
続
々

と
バ
ル
バ
ド
ス
に
渡
っ
て
き
ま
し
た
。
王

党
派
の
な
か
に
は
貴
族
な
ど
上
流
階
級
の

人
々
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
ら
は
本
国

で
失
っ
た
財
産
を
取
り
戻
そ
う
と
、
島
の
主

要
産
業
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
砂
糖
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
に
力
を
そ
そ
ぎ
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働
力
を
確
保

す
る
た
め
に
西
ア
フ
リ
カ
と
カ
リ
ブ
地
域

の
間
で
は
大
西
洋
奴
隷
貿
易
が
本
格
化
し

て
い
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
に

成
功
し
た
者
は
砂
糖
の
輸
出
で
巨
富
を
築

き
、
本
国
様
式
の
立
派
な
邸
宅
を
建
て
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
バ
ル
バ
ド
ス
が「
リ
ト
ル
・

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
は
じ
め
た
の
は

こ
の
頃
の
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
て
バ
ル
バ
ド
ス
で
は
王
党
派
と
議

会
派
が
混
在
し
て
い
た
の
で
す
が
、
は
じ

め
の
う
ち
は
親
元
の
イ
ギ
リ
ス
と
違
っ
て
両

派
は
わ
り
あ
い
仲
良
く
や
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
両
派
の
あ
い
だ
に
「
七
面
鳥
と
ロ
ー
ス

ト
ポ
ー
ク
の
誓
約
」
と
い
う
約
束
事
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
王
党
派
」
と
か
「
議
会

派
」
と
い
う
言
葉
を
発
し
た
者
は
、
罰
と
し

て
そ
れ
を
聞
い
た
み
ん
な
を
家
に
招
い
て
七

面
鳥
と
ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
を
振
る
舞
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
冗
談
半
分
の
約
束
で

し
た
。
と
き
に
は
わ
ざ
と
罰
を
受
け
る
言
葉

を
発
し
て
、
両
派
一
緒
に
な
っ
て
ド
ン
チ
ャ

ン
騒
ぎ
の
「
飲
み
会
」
を
開
く
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世
が
処
刑
さ
れ

て
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
軍
事
独
裁
が
は
じ
ま
る

と
状
況
が
一
変
し
ま
す
。
迫
害
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
王
党
派
が
大
挙
し
て
バ
ル
バ
ド
ス
に

流
れ
込
ん
だ
の
で
、
両
派
の
あ
い
だ
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
た
の
で
す
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世

を
殉
教
者
と
仰
ぐ
バ
ル
バ
ド
ス
の
王
党
派
は

議
会
派
の
財
産
を
没
収
す
る
な
ど
、
議
会
派

を
露
骨
に
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
と
き
バ
ル
バ
ド
ス
王
党
派
の
リ
ー
ダ
ー

だ
っ
た
の
は
ハ
ン
フ
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
ロ
ン
ド

大
佐
と
い
う
男
で
し
た
。
ウ
ォ
ー
ロ
ン
ド
は

オ
ラ
ン
ダ
に
亡
命
し
て
い
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
２

世
に
忠
誠
を
誓
い
、
こ
の
王
が
バ
ル
バ
ド
ス

の
君
主
で
あ
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

当
時
バ
ル
バ
ド
ス
で
は
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
２

世
の
息
が
か
か
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
ル
と

い
う
人
物
が
植
民
地
総
督
を
つ
と
め
て
い
ま

し
た
。
ベ
ル
総
督
は
バ
ル
バ
ド
ス
島
内
を
、

各
地
に
点
在
す
る
イ
ギ
リ
ス
国
教
の
教
会
を

中
心
に
11
の
教
区
（
パ
リ
ッ
シ
ュ
）
に
分
け

て
治
め
る
制
度
（
註
１
）
を
導
入
す
る
な
ど
手

堅
い
実
務
家
で
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

王
党
・
議
会
両
派
の
抗
争
は
ベ
ル
の
手
に
あ

ま
る
と
考
え
た
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
２
世
が
、
そ

の
手
腕
を
見
込
ん
で
送
り
込
ん
だ
の
が
フ
ラ

ン
シ
ス
・
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
だ
っ
た
と
い
う
わ

け
で
す
。
バ
ル
バ
ド
ス
が
産
み
出
す
富
で
暮

ら
し
て
い
た
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
２
世
に
し
て
み

れ
ば
、
王
党
派
と
か
議
会
派
と
か
と
い
っ
た

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
対
立
よ
り
も
、
島
に
平

穏
を
取
り
戻
し
て
収
益
を
上
げ
る
こ
と
の
ほ

う
が
優
先
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

新
総
督
と
な
っ
た
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
は

ウ
ォ
ー
ロ
ン
ド
大
佐
を
懐
柔
し
な
が
ら
両
派

川
家
光
が
江
戸
幕
府
３
代
将
軍
と
な
っ
た

１
６
２
３
年
で
す
か
ら
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号

が
北
ア
メ
リ
カ
に
到
達
し
た
少
し
あ
と
の
こ

と
で
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
前
に
触
れ
た
よ
う
に
バ
ル
バ

ド
ス
は
１
６
２
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地

と
な
り
ま
し
た
が
、
ま
も
な
く
狡
猾
な
カ
ー

ラ
イ
ル
伯
が
植
民
地
利
権
を
手
中
に
お
さ
め

ま
し
た
。
島
で
は
「
悪
代
官
」
ハ
ウ
リ
ー
総

督
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
の

差
し
金
に
よ
っ
て
入
植
者
た
ち
を
重
税
で
苦

し
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
10

年
に
わ
た
っ
た
ハ
ウ
リ
ー
の
悪
政
が
末
期
に

近
づ
い
た
こ
ろ
、
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
の
国
内

が
不
穏
な 

様
相
を
見
せ
始
め
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

革
命
の
勃
発

　

そ
の
こ
ろ
ジ
ェ
ー
ム
ズ
１
世
の
あ
と
を
継

い
で
イ
ギ
リ
ス
国
王
と
な
っ
て
い
た
の
は
、

カ
ー
ラ
イ
ル
伯
に
言
い
く
る
め
ら
れ
て
バ
ル

バ
ド
ス
植
民
地
経
営
の
特
許
状
を
与
え
た
、

あ
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世
で
す
。
こ
の
王
は
、

父
王
と
同
じ
よ
う
に
王
権
神
授
説
を
唱
え
、

議
会
を
無
視
す
る
専
制
政
治
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
国
教

フランシス・ウィロウビー
（当時の肖像画）

APIC ウェブサイトでは、品田光彦 前駐バルバドス日本国大使寄稿の連続コラム「バルバドス　歴史の散歩道」
を配信しております。本誌では「バルバドス  歴史の散歩道（その 4）」の内容を掲載しています（2021 年執筆）。

その他のコラムについては、APIC ウェブサイトをご覧ください。
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会
体
制
に
不
満
を
も
つ
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
国

内
で
か
な
り
力
を
つ
け
て
い
て
議
会
で
も
影

響
力
を
増
し
、
王
党
派
と
議
会
派
の
対
立
が

深
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世
は
11
年
間
も
議
会
を
開

か
ず
に
独
断
専
行
の
国
政
を
続
け
て
い
た

の
で
す
が
、
長
老
派
（
プ
レ
ビ
ス
テ
リ
ア

ン
）
が
優
勢
だ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
イ

ギ
リ
ス
国
教
を
強
制
し
よ
う
と
し
た
た
め
反

乱
が
起
き
ま
す
。
王
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
反

乱
鎮
圧
の
財
源
を
ま
か
な
う
た
め
に
や
む
な

く
議
会
を
招
集
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
議

会
は
戦
費
調
達
の
た
め
の
課
税
を
こ
ば
み
、

１
６
４
２
年
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世
に
忠
実
な

王
党
派
と
、
オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が

率
い
る
議
会
派
の
間
に
武
力
衝
突
が
起
き

て
イ
ギ
リ
ス
は
内
乱
状
態
に
入
り
ま
し
た
。

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
は
じ
ま
り
で
す
。

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
男
爵
、
革
命
の
渦
中
へ

　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
（
１
６
１
３

‐
１
６
６
６
年
）
と
い
う
人
物
が
い
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
、
サ
ッ
フ
ォ
ー
ク
の
男
爵
の
家
柄

の
生
ま
れ
で
す
。
成
人
す
る
と
父
親
の
あ
と

を
継
い
で
貴
族
院
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
男
爵
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

革
命
が
は
じ
ま
る
と
、
い
っ
た
ん
は
ク
ロ
ム
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の
い
ざ
こ
ざ
の
火
消
し
に
つ
と
め
、
議
会
派

の
財
産
没
収
を
帳
消
し
に
さ
せ
る
な
ど
の
成

果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ば
か
り
か
彼
は
こ
の
時
期
、
バ
ル
バ

ド
ス
を
起
点
と
し
て
、
カ
リ
ブ
海
を
南
下

し
て
南
米
大
陸
の
北
東
端
に
あ
る
ス
リ
ナ
ム

に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
と
い
う
こ
と
ま
で
し

て
い
ま
す
。
ス
リ
ナ
ム
に
は
イ
ギ
リ
ス
人
と

オ
ラ
ン
ダ
人
が
入
植
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
が
派
遣
し
た
武
装
船
団
は
イ

ギ
リ
ス
人
入
植
者
の
中
心
地
に
砦
を
築
き
ま

す
。
こ
の
砦
は
「
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
要
塞
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
ス
リ

ナ
ム
の
首
都
パ
ラ
マ
リ
ボ
で
す
（
註
２
）
。

カ
リ
ブ
植
民
地
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
制

だ
っ
た

　

と
こ
ろ
が
一
難
去
っ
て
ま
た
一
難
。
今
度

は
バ
ル
バ
ド
ス
に
と
っ
て
、
も
っ
と
深
刻
な

事
態
が
も
ち
あ
が
り
ま
す
。
宗
主
国
で
あ
る

イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
艦
隊
が
バ
ル
バ
ド
ス
に
攻

め
込
ん
で
き
た
の
で
す
。

　

ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

　

王
党
派
が
優
勢
な
、
こ
の
ち
っ
ぽ
け
な
植

民
地
島
の
こ
と
を
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
治
下
の
イ

ギ
リ
ス
が
苦
々
し
く
思
っ
て
い
た
の
は
当
然

で
す
。
し
か
し
宗
主
国
を
キ
レ
さ
せ
た
原
因

は
も
う
ひ
と
つ
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
バ
ル
バ
ド
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
関
係

で
し
た
。
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
バ

ル
バ
ド
ス
の
植
民
地
化
当
初
は
、
バ
ル
バ
ド

ス
か
ら
タ
バ
コ
や
綿
花
と
い
っ
た
農
産
品
を

イ
ギ
リ
ス
に
運
び
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
新
た

な
移
民
や
生
活
物
資
を
バ
ル
バ
ド
ス
に
運
ぶ

と
い
う
取
引
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
で
イ
ギ
リ
ス
国
内

が
乱
れ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
・
バ
ル
バ
ド
ス
間

の
交
易
が
停
滞
し
ま
す
。
そ
こ
に
割
っ
て
は

い
っ
た
の
が
オ
ラ
ン
ダ
で
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
提
供
す
る
物
資
が
イ
ギ
リ
ス

よ
り
も
安
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
バ
ル
バ

ド
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
間
の
交
易
関
係
は
急
速
に

拡
大
し
ま
し
た
。
砂
糖
キ
ビ
の
栽
培
や
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
か
せ
る
た
め
の
ア
フ
リ

カ
人
奴
隷
の
輸
入
を
最
初
に
バ
ル
バ
ド
ス
に

も
ち
か
け
た
の
も
オ
ラ
ン
ダ
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
ハ
プ
ス
ブ

ル
グ
家
ス
ペ
イ
ン
の
属
領
で
し
た
が
、
16
世

紀
後
半
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
し
て
い
く
時

期
、
急
速
に
経
済
発
展
し
ま
し
た
。
中
継
貿

易
を
つ
う
じ
て
世
界
各
地
に
進
出
し
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
は
国
際
金
融
の
中
心
地
と
な
り

ま
す
。
東
イ
ン
ド
会
社
を
足
場
に
し
て
ア
ジ

ア
に
も
進
出
し
、
鎖
国
を
は
じ
め
て
い
た
江

戸
幕
府
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
唯
一
の
交
易
国
と

し
て
認
め
た
オ
ラ
ン
ダ
の
商
館
を
長
崎
の
出

島
に
設
け
た
の
が
１
６
４
１
年
で
す
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
イ
ギ
リ
ス
で
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命

が
起
き
る
こ
ろ
で
す
。

　

日
の
出
の
勢
い
の
オ
ラ
ン
ダ
と
植
民
地
バ

ル
バ
ド
ス
が
結
び
つ
き
を
強
め
る
の
を
イ
ギ

リ
ス
は
極
度
に
嫌
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
カ
リ
ブ
で

の
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
経
営
の
や
り
方
と
い

う
の
は
、
は
じ
め
か
ら
海
軍
の
軍
艦
が
ひ
と

様
の
土
地
や
島
に
押
し
か
け
て
い
っ
て
領
土

を
奪
う
の
で
は
な
く
、
富
裕
な
貴
族
や
商
人

が
出
資
し
た
武
装
商
船
が
自
ら
の
リ
ス
ク
で

乗
り
込
ん
で
い
っ
て
、
本
国
の
承
認
を
得
た

う
え
で
「
こ
こ
は
イ
ギ
リ
ス
の
土
地
と
い
う

こ
と
で
決
ま
り
！
」
と
宣
言
し
た
の
で
し
た
。

そ
し
て
先
住
民
や
奴
隷
を
酷
使
し
て
鉱
物
資

源
を
採
掘
し
た
り
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営

を
し
た
り
し
て
富
を
収
奪
し
、
本
国
は
そ
の

上
前
を
は
ね
て
い
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
「
イ
ギ
リ
ス
領
土
を
名
乗
っ
て
よ

い
」
と
い
う
本
国
の
お
墨
付
き
は
、
現
代
の

コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
制

み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
で
す
か

ら
バ
ル
バ
ド
ス
が
オ
ラ
ン
ダ
と
取
引
す
る
の

に
イ
ギ
リ
ス
が
怒
っ
た
の
も
無
理
は
あ
り
ま

せ
ん
。
町
の
コ
ン
ビ
ニ
店
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
親
会
社
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
ラ
イ
バ
ル

を
迎
え
撃
つ
た
め
に
、
首
邑
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ

ン
を
擁
す
る
カ
ー
ラ
イ
ル
湾
の
沿
岸
や
ホ
ー

ル
タ
ウ
ン
、
ス
パ
イ
ツ
タ
ウ
ン
と
い
っ
た
要

衝
に
民
兵
部
隊
を
配
備
。
オ
ラ
ン
ダ
も
武
器

や
物
資
を
供
給
し
て
バ
ル
バ
ド
ス
を
支
援
し

ま
す
。

　

カ
ー
ラ
イ
ル
湾
に
到
達
し
た
エ
イ
ス

キ
ュ
ー
艦
隊
は
、
湾
に
停
泊
し
て
い
た
オ
ラ

ン
ダ
商
船
隊
を
拿
捕
し
ま
し
た
。
し
か
し

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
が
海
岸
線
に
し
い
た
布
陣
は

歩
兵
６
千
、
騎
兵
４
百
と
強
固
な
も
の
で
し

た
。
エ
イ
ス
キ
ュ
ー
は
こ
の
島
を
屈
服
さ
せ

る
の
は
容
易
で
は
な
い
と
み
て
、
海
上
か
ら

バ
ル
バ
ド
ス
に
降
伏
を
呼
び
か
け
ま
す
。
が
、

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
は
「
国
王
以
外
の
権
威
は
認

め
な
い
。
我
々
は
島
を
守
る
」
と
回
答
し
て

は
ね
つ
け
ま
し
た
。
こ
こ
に
き
て
エ
イ
ス

キ
ュ
ー
は
、
海
上
を
封
鎖
し
て
バ
ル
バ
ド
ス

を
兵
糧
攻
め
に
す
る
作
戦
に
出
ま
す
。

　

小
さ
な
島
は
絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ
に
立
た

さ
れ
ま
し
た
。
エ
イ
ス
キ
ュ
ー
は
さ
ら
に

隙
を
つ
い
て
４
０
０
人
の
兵
士
を
上
陸
さ
せ

て
バ
ル
バ
ド
ス
側
に
大
き
な
損
害
を
与
え
ま

す
。
こ
れ
に
動
揺
し
た
島
内
の
一
部
が
寝

返
っ
て
カ
ー
ラ
イ
ル
湾
よ
り
東
に
あ
る
オ
イ

ス
テ
ィ
ン
ス
港
で
エ
イ
ス
キ
ュ
ー
の
部
隊
に

合
流
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

身
内
の
造
反
で
さ
す
が
の
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー

と
の
交
易
を
続
け
る
バ
ル
バ
ド
ス
に
対
し
、

宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
が
つ
い
に
討
伐
の
た
め
の

海
軍
艦
隊
を
差
し
向
け
た
の
で
し
た
。
正
規

の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
船
が
バ
ル
バ
ド
ス
に
到
達

し
た
の
は
こ
の
時
が
は
じ
め
て
で
す
。
艦
隊

を
率
い
て
い
た
の
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
イ
ス

キ
ュ
ー
と
い
う
提
督
で
し
た
。

　

迫
っ
て
く
る
エ
イ
ス
キ
ュ
ー
艦
隊
を
待
ち

受
け
る
バ
ル
バ
ド
ス
総
督
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
は
、

航
海
法
を
制
定
し
た
本
国
の
議
会
に
対
し「
バ

ル
バ
ド
ス
が
代
表
を
送
っ
て
も
い
な
い
議
会

が
決
め
た
こ
と
に
従
う
い
わ
れ
は
な
い
」
と

宣
言
し
て
宗
主
国
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
ま

し
た
。〝
聞
い
て
な
い
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
ご

と
き
が
治
め
る
本
国
が
ナ
ン
ボ
の
も
ん
じ
ゃ
〟

と
い
う
心
意
気
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
身
の

ほ
ど
知
ら
ず
の
そ
し
り
は
免
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
と
い
う
の

は
相
当
と
ん
が
っ
た
男
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
は
エ
イ
ス
キ
ュ
ー
の
艦
隊

企
業
か
ら
勝
手
に
商
品
を
仕
入
れ
て
儲
け
る

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

当
時
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
重
商
主
義
の
時

代
。
各
国
は
戦
費
調
達
や
軍
、
官
僚
組
織
の

維
持
の
た
め
に
自
国
の
輸
出
を
最
大
化
、
輸

入
を
最
小
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
た
す
ら

富
を
貯
め
こ
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
と
ら
れ
た
方
法
は
、
競
争
国
に
イ

チ
ャ
モ
ン
を
つ
け
て
そ
の
産
品
に
や
た
ら
と

高
い
関
税
を
か
け
る
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も

交
易
自
体
を
禁
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
な
に
や
ら
昨
今
の
世
界
情
勢
を
彷
彿

と
さ
せ
る
と
こ
ろ
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
の
問
題
は
し
ば
し

ば
競
争
国
同
士
の
戦
争
に
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

あ
ち
こ
ち
の
植
民
地
で
バ
ル
バ
ド
ス
と
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
、
ク

ロ
ム
ウ
ェ
ル
治
下
の
イ
ギ
リ
ス
は
１
６
５
１

年
、
航
海
法
を
導
入
し
て
植
民
地
が
オ
ラ
ン

ダ
と
取
り
引
き
す
る
こ
と
を
い
っ
さ
い
禁
じ

て
し
ま
い
ま
す
（
註
３
）
。
今
で
い
う
デ
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
で
す
。
こ
の
こ
と
が
後
の
英
蘭
戦
争

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
バ
ル
バ
ド
ス
討
伐

　

こ
う
し
た
な
か
で
半
ば
公
然
と
オ
ラ
ン
ダ

も
和
平
交
渉
の
席
に
つ
く
こ
と
に
同
意
し

ま
す
。
オ
イ
ス
テ
ィ
ン
ス
の
宿
屋
「
人
魚
荘

（
マ
ー
メ
イ
ド
・
タ
バ
ー
ン
）」
で
行
わ
れ
た

交
渉
の
す
え
、「
バ
ル
バ
ド
ス
憲
章
」
と
よ

ば
れ
る
和
議
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

憲
章
の
中
身
を
見
る
と
バ
ル
バ
ド
ス
側
の

無
条
件
降
伏
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
互
い

に
か
な
り
譲
歩
し
た
形
跡
が
み
と
め
ら
れ
ま

す
。
憲
章
は
バ
ル
バ
ド
ス
内
で
没
収
さ
れ
た

議
会
派
―
つ
ま
り
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
派
―
へ
の

財
産
の
返
還
を
保
証
す
る
い
っ
ぽ
う
、
イ
ギ

リ
ス
本
国
で
財
産
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た

王
党
派
へ
の
財
産
返
還
も
認
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
信
教
の
自
由
、
バ
ル
バ
ド

ス
住
民
へ
の
課
税
に
は
バ
ル
バ
ド
ス
議
会
の

同
意
が
必
要
、
議
員
は
島
内
の
土
地
所
有
者

の
選
挙
で
選
ぶ
、
そ
し
て
バ
ル
バ
ド
ス
の
自

由
貿
易
を
容
認
す
る
（
註
４
）

な
ど
、
当
時
と

し
て
は
か
な
り
進
歩
的
な
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

バ
ル
バ
ド
ス
憲
章
は
翌
１
６
５
２
年
に
イ

ギ
リ
ス
本
国
の
議
会
で
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
に
帰
る

　

も
し
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
が
最
後
ま
で
降
伏
せ

ず
に
エ
イ
ス
キ
ュ
ー
の
部
隊
と
地
上
戦
に

な
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
後
の
バ
ル
バ
ド
ス
の

歴
史
は
ず
い
ぶ
ん
と
違
っ
た
も
の
に
な
っ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
名
誉
あ
る
降

伏
」
を
可
能
に
し
た
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
は
し
か

し
、
総
督
の
地
位
を
解
任
さ
れ
て
イ
ギ
リ
ス

に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
後
任
の
総

督
に
な
っ
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
エ
イ
ス

キ
ュ
ー
で
し
た
。

　

こ
の
時
に
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
が
処
刑
も
投
獄

も
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
な
く
ら
い

な
の
で
す
が
、
バ
ル
バ
ド
ス
憲
章
を
よ
く
読

む
と
、
ご
丁
寧
に
も
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
個
人
の

財
産
の
保
証
や
移
動
の
自
由
ま
で
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
勝
利
し
た
敵
将
エ
イ
ス
キ
ュ
ー

が
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
精
神
」
を
発
揮
し
た

の
か
、
あ
る
い
は
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
と
エ
イ
ス

キ
ュ
ー
の
あ
い
だ
に
な
ん
ら
か
の
取
り
引
き

が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
へ
ん
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

け
れ
ど
も
イ
ギ
リ
ス
に
戻
っ
た
ウ
ィ
ロ
ウ

ビ
ー
に
は
、
そ
の
後
も
平
穏
な
暮
ら
し
が

ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
１
６
５
３
年
に
終
身

護
国
卿
と
な
っ
て
苛
烈
な
軍
事
独
裁
体
制
を

し
き
ま
す
。
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
は
国
内
の
権
謀

術
数
に
巻
き
込
ま
れ
て
２
度
も
投
獄
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
そ
の
統
治
に

民
衆
の
不
満
が
昂
じ
る
な
か
、
１
６
５
８
年

ジョージ・エイスキュ－
（当時の肖像画）
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に
病
死
。
議
会
で
は
長
老
派
が
勢
い
を
盛
り

か
え
し
て
、
１
６
６
０
年
に
は
大
陸
に
亡
命

し
て
い
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
２
世
が
呼
び
戻
さ
れ

て
王
政
復
古
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
君
主
制

の
国
に
戻
り
ま
し
た
。

ふ
た
た
び
バ
ル
バ
ド
ス
へ

　

こ
こ
で
ま
た
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
と
バ
ル
バ
ド

ス
の
縁
が
復
活
し
ま
す
。

　

大
西
洋
を
わ
た
り
バ
ル
バ
ド
ス
に
戻
っ
た

彼
は
、
１
６
６
３
年
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
２
世
に

よ
っ
て
再
度
バ
ル
バ
ド
ス
総
督
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
度
は
落
ち
着
い
て

島
の
統
治
に
専
念
す
る
か
と
思
い
き
や
、
彼

は
総
督
の
仕
事
を
代
理
の
者
に
ま
か
せ
て
し

ま
い
、
バ
ル
バ
ド
ス
を
起
点
に
し
て
近
隣
の

島
々
へ
の
外
征
事
業
に
取
り
組
み
は
じ
め
た

の
で
す
。

　

ま
ず
は
西
隣
の
セ
ン
ト
ル
シ
ア
島
。
こ
の

島
は
当
時
フ
ラ
ン
ス
領
で
し
た
が
、
ウ
ィ

ロ
ウ
ビ
ー
の
船
団
は
フ
ラ
ン
ス
駐
屯
地
を
攻

略
。「
先
住
民
が
島
を
イ
ギ
リ
ス
に
売
却
す

る
こ
と
に
同
意
し
た
」
と
い
う
口
実
を
で
っ

ち
上
げ
て
島
を
奪
い
と
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。（
註
５
）

　

つ
ぎ
に
向
か
っ
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
が
占
領

し
て
い
た
南
隣
の
ト
バ
ゴ
島
で
す
。
ウ
ィ
ロ

ウ
ビ
ー
の
船
団
が
こ
の
島
に
達
す
る
と
、
先

乗
り
し
て
い
た
ロ
バ
ー
ト
・
サ
ー
ル
と
い
う

イ
ギ
リ
ス
人
の
武
装
集
団
―
お
そ
ら
く
は
私

掠
船
か
海
賊
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
―
が
島
で

略
奪
行
為
を
は
た
ら
い
て
い
る
の
に
出
く
わ

し
ま
す
。
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
は
乱
暴
狼
藉
を
や

め
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
駐
屯
地
を
築
い
て
引
き

揚
げ
ま
し
た
。（
註
６
）

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
、
カ
リ
ブ
海
に
散
る

　

１
６
６
６
年
７
月
28
日
、
バ
ル
バ
ド
ス
総

督
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
男
爵
は
最
後
の
航
海
に
出

ま
し
た
。

　

今
度
は
16
隻
の
大
船
団
に
千
人
の
兵
士
を

乗
せ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
ら
れ
て
い
た
、
北

西
か
な
り
遠
方
の
セ
ン
ト
キ
ッ
ツ
島
（
別
名
：

セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
島
）
を
取
り
戻

し
に
向
か
っ
た
の
で
す（
註
７
）
。ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー

は
途
中
、
フ
ラ
ン
ス
領
グ
ア
ド
ル
ー
プ
島
を

襲
い
商
船
２
隻
を
拿
捕
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら

さ
き
、
さ
ら
に
ネ
ー
ビ
ス
島
や
ア
ン
テ
ィ
グ

ア
島
で
補
給
し
た
あ
と
セ
ン
ト
キ
ッ
ツ
に
攻

め
こ
む
と
い
う
の
が
彼
の
計
画
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
セ
ン
ト
キ
ッ
ツ
を
目
前
に
し
た

８
月
４
日
夜
、
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
の
船
団
を

悲
劇
が
襲
い
ま
す
。
カ
リ
ブ
で
は
毎
年
５
月

か
ら
11
月
の
あ
い
だ
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
シ
ー
ズ

ン
。
そ
の
真
っ
最
中
に

船
出
し
た
船
団
が
ハ
リ

ケ
ー
ン
の
直
撃
を
受
け

た
の
で
す
。
多
く
の
船

が
損
害
を
う
け
、
ウ
ィ

ロ
ウ
ビ
ー
の
乗
っ
た
旗

艦「
ホ
ー
プ
号
」は
沈
没
。

彼
は
船
と
運
命
を
と
も

に
し
て
カ
リ
ブ
海
の
藻

く
ず
と
消
え
た
の
で
し

た
。

　

貴
族
の
家
柄
に
生
ま

れ
、
革
命
の
渦
中
に
身

を
投
じ
、
バ
ル
バ
ド
ス

を
舞
台
と
し
て
大
西
洋

と
カ
リ
ブ
海
を
駆
け
め

ぐ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
。
波
乱

に
富
ん
だ
こ
の
男
の
生

涯
は
、
の
ち
に
世
界
の
海
を
支
配
す
る
こ
と

と
な
る
イ
ギ
リ
ス
が
、
そ
の
興
隆
期
に
秘
め

て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
象
徴
す
る
も
の
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
は
世
を
去
り
ま
し
た
が
、

バ
ル
バ
ド
ス
は
こ
の
あ
と
砂
糖
の
輸
出
で
大

い
に
儲
け
、
17
世
紀
の
末
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
に

取
っ
て
か
わ
ら
れ
る
ま
で
の
間
（
註
８
）
、
イ
ギ

リ
ス
の
カ
リ
ブ
植
民
地
の
な
か
で
も
最
も
繁

● 註 1　この 11 教区は、現在にいたるまでバルバドス島内の地域区分として維持されています。

● 註 2　イギリスとオランダはスリナムの領有権をめぐって争いましたが、1667 年のブレダ条約でオランダが北アメリカのニュー
アムステルダム（現ニューヨーク）をイギリスにゆずり、かわりにスリナムがオランダに帰属することとなってオランダ領ギアナと
なります。スリナムは 1975 年にオランダから独立。

● 註 3　歴史家ロバート・ショムバーグが 1848 年に著したバルバドス史の古典「バルバドスの歴史」には次のような記述がありま
す。「もし世界の海をイギリスが支配することを航海法が導いたのだとしたら、その航海法に導く原因となったのは、あの小さな島（バ
ルバドス）だった」

● 註 4　このバルバドス憲章のなかの自由貿易の条項には「イギリスと友好関係にある国（との自由貿易を認める）」という但し書
きがあります。つまり、航海法の標的になっていたオランダはバルバドス自由貿易の対象国から除外されていました。

● 註 5　セントルシアをめぐってはイギリスとフランスが争奪戦を繰りひろげ、最終的にナポレオン戦争後の 1814 年にパリ条約で
イギリスの領有が確定するまで 14 回も領有権が入れ替わりました。のち 1979 年にイギリスから独立。

● 註 6　トバゴ島の事情はセントルシア島よりもさらに複雑で、いくつかの国の間で 31 回領有権が変わっています。結局セントル
シアとおなじく、1814 年に隣のトリニダード島とともにイギリス領となり、1962 年にトリニダード・トバゴとして独立。ちなみに、
トバゴ島を奪い合っていた国にはイギリス、フランス、オランダといった列強にくわえ、バルト海沿岸の「クールラント公国」（現
ラトビアの一部）という国がありました。クールラントは 17 世紀後半の数十年間この島を領有。島は「ニュークールラント」とよ
ばれ、新大陸で最小の植民地だったといわれています。

● 註 7　セントキッツ島もイギリスとフランスのあいだで領有が何度も入れ替わりました。ヨーロッパ中を巻き込んだスペイン継承
戦争の平和条約（ユトレヒト条約）で 1713 年にいったんイギリス領として確定します。1782 年フランスが再度襲撃しましたが、翌
年のベルサイユ条約（このベルサイユ条約は、イギリス、フランス、スペインのあいだで結ばれたアメリカ独立戦争の講和条約）で
イギリスに返還されました。1983 年、南隣のネービス島とともにセントキッツ・ネービスとしてイギリスから独立。

● 註 8　当初スペイン領だったジャマイカは 1655 年にイギリスが奪って以降急速に開拓が進み、17 世紀末になると砂糖生産でバル
バドスをしのぐようになります。

眼
前
の
青
く
澄
ん
だ
カ
リ
ブ
海
に
向
け
て
鉄

砲
を
構
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
第
４
部
「
海
賊
た
ち
の
系
譜
」
に
続
く
）

（
本
稿
は
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
筆
者
が
属
す
る
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

ン
と
い
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
洒
落
た

レ
ス
ト
ラ
ン
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
海
岸

通
り
を
内
陸
側
に
わ
た
る
と
首
相
府
の
建
物

が
あ
り
ま
す
。
白
砂
の
ビ
ー
チ
に
は
欧
米
か

ら
の
多
く
の
観
光
客
が
く
つ
ろ
ぎ
、
セ
ー
リ

ン
グ
や
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
興
じ
る

人
々
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
の
あ
る
日
、
筆
者
が
カ
ー
ラ

イ
ル
湾
沿
い
の
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
少
し

離
れ
た
小
道
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩

い
て
い
た
時
の
こ
と
。
朽
ち

果
て
て
雑
草
が
生
い
茂
っ

た
、
か
つ
て
は
さ
ぞ
か
し
立

派
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
石
造
り

の
館
の
痕
跡
が
あ
る
の
に
気

づ
き
ま
し
た
。
無
人
の
館
は

分
厚
い
石
塀
で
囲
ま
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
石
塀
に

は
、
な
に
や
ら
一
列
に
穴
が

開
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
く

見
て
み
る
と
、
そ
れ
は
海
の

方
角
に
向
か
っ
て
開
け
ら
れ

た
狭
間
（
は
ざ
ま
＝
銃
眼
）

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
の
艦
隊

を
迎
え
撃
つ
ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー

た
ち
が
、
バ
ル
バ
ド
ス
島
を

守
ろ
う
と
、
こ
の
狭
間
か
ら

栄
し
た
島
と
し
て
、
そ
し
て
そ
の
ダ
ー
ク
サ

イ
ド
と
し
て
、
カ
リ
ブ
奴
隷
貿
易
の
ハ
ブ
と

し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

ウ
ィ
ロ
ウ
ビ
ー
と
エ
イ
ス
キ
ュ
ー
が
対
峙

し
た
カ
ー
ラ
イ
ル
湾
。

　

こ
こ
に
は
現
在
、
ヒ
ル
ト
ン
や
ラ
デ
ィ
ソ

ウィロウビーがフランスから奪ったセントルシア島。
遠くに見える「双子の山」、ピトン山は 2004 年にユネスコ世界遺産に登録されました。

カーライル湾のビーチ風景
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１
．
太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協
力
事
業

　

太
平
洋
島
嶼
国
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
友
好
関
係
の
一
層

の
推
進
を
図
る
た
め
、
「
太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協
力
基
金
」
を
活

用
し
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
観
光
の
分

野
に
お
け
る
開
発
協
力
事
業
と
し
て
、
在
外
日
本
大
使
館
及
び
外

務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
大
洋
州
課
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
次
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

（
１
）
太
平
洋
諸
国
・
大
学
生
招
待
計
画
【
継
続
】

　

太
平
洋
島
嶼
国
の
大
学
生
を
我
が
国
に
招
待
し
て
、
短
期
間
の

研
修
を
行
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
る
渡
航
制
限
等
に

鑑
み
令
和
２
～
４
年
度
は
実
施
が
困
難
と
な
り
中
止
と
し
た
が
、

令
和
５
年
度
以
降
は
過
去
に
冬
季
（
１
月
）
に
実
施
し
て
い
た
も

の
を
夏
季
（
７
月
）
に
変
更
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
年

度
は
、
南
太
平
洋
大
学
（
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
ジ
ー
）
か
ら
２

名
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
パ
ラ
オ
共
和
国
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

共
和
国
の
短
期
大
学
か
ら
各
１
名
、
計
５
名
が
上
智
大
学
の
夏
季

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
日
本
等
に
つ
い
て
の
基
礎
講
義
を
受
講

す
る
と
と
も
に
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
関
連
施
設
の
視
察

も
行
う
。
実
施
時
期
は
２
０
２
４
年
７
月
を
予
定
。
西
イ
ン
ド
諸

島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画
（
※
）
と
同
時
に
実
施
す
る
。

（
２
）
太
平
洋
諸
国
・
記
者
招
待
計
画 (A

P
IC Journalism

 

Fellow
ship Program

)

【
継
続
】

　

太
平
洋
島
嶼
国
の
有
力
記
者
を
招
待
し
て
、
我
が
国
の
環
境
保

護
・
防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

も
っ
て
我
が
国
の
現
状
に
つ
い
て
の
広
報
を
行
っ
て
も
ら
う
。
本

年
度
は
、
記
者
４
名
（
サ
モ
ア
（
出
身
）
、
フ
ィ
ジ
ー
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
、
バ
ヌ
ア
ツ
）
を
招
待
し
て
、
島
根
県
隠
岐

郡
海
士
町
を
訪
問
し
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
関
連
施
設
の
視

察
を
行
う
。
本
件
招
待
計
画
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
の
記
者
招
待

に
知
見
の
あ
る
公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
。
実
施
時
期
は
２
０
２
４
年
９
～
10
月

を
予
定
。
カ
リ
ブ
記
者
招
待
計
画
（
※
）
と
同
時
に
実
施
す
る
。

（
３
）
太
平
洋
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
継
続
】

　

太
平
洋
島
嶼
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
我
が
国
に
招
待
し
て
、
我
が

国
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
の
会
談
や
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
観
光
に
関
連
す
る
視
察
を
通
じ
て
、
我
が
国
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
。
昨
年
度
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
３
ヵ
国
か
ら
３
名

の
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
招
待
を
実
施
し
た
。
本
年
度
は
、
国
交
樹
立

30
周
年
で
も
あ
る
パ
ラ
オ
共
和
国
か
ら
、
伝
統
的
女
性
リ
ー
ダ
ー

な
ど
女
性
３
名
を
招
待
予
定
。
そ
の
ほ
か
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
も
大
臣
レ
ベ
ル
の
要
人
を
招
待
予
定
。

（
４
）
太
平
洋
諸
国
・
環
境
セ
ミ
ナ
ー
【
継
続
】

　

我
が
国
か
ら
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
を
太
平
洋
島
嶼
国
に
派

遣
し
て
、
我
が
国
が
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
問
題
等
に
つ
い
て
の

講
演
を
行
う
と
共
に
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
対
日
理
解
を
深
め

る
。
実
施
国
に
つ
い
て
は
、
バ
ヌ
ア
ツ
を
検
討
中
。
講
師
に
担
当

理
事
が
同
行
し
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
、
ひ

い
て
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
観
光
に
つ
い
て
の
日
・
バ
ヌ
ア
ツ

協
力
を
促
進
す
る
。
環
境
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
貢
献

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
施
時
期
は
２
０
２
５
年
３
月
頃
を

検
討
。

（
５
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業
（
離
島
の
貯
水
タ
ン
ク
設

置
等
）
【
継
続
】

　

パ
ラ
オ
共
和
国
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共

和
国
・
グ
ア
ム
・
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
３
カ
国
・
２
地
域
は
、
生

物
多
様
性
を
保
全
し
持
続
可
能
な
自
然
資
源
の
利
用
を
図
る
た

め
、
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
共
通
の
環
境

政
策
を
策
定
し
、
環
境
保
護
の
た
め
の
資
金
を
積
み
立
て
て
い

る
が
、
こ
の
資
金
の
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
る
の
がM

icronesia 

Conservation Trust

（
以
下
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
と
い
う
民
間
の
環
境
保

護
基
金
で
あ
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｔ
は
、
ま
た
、
自
身
の
活
動
と
し
て
、
世

界
銀
行
等
か
ら
の
資
金
を
得
て
環
境
保
護
活
動
も
実
施
し
て
お

り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
の
協
力
事
業
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
２
０
１
４
年
10
月
に
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
間
で
協
力
に

関
す
る
覚
書
（
Ｍ
ｏ
Ｕ
）
を
締
結
し
て
お
り
、
以
来
、
豚
舎
の
排

泄
物
処
理
、
貯
水
タ
ン
ク
、
貯
水
池
・
給
排
水
設
備
改
修
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
給
水
パ
イ
プ
の
取
り
換
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
環

境
分
野
の
支
援
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
年
度
も
要
請
が
あ
れ
ば
、
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ

だ
け
で
な
く
、
他
の
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
現
地
で
の
実
態
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
要
請
を
受
け
、
検

討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
６
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
協
力
事
業　

大
学
院
生
支
援

【
継
続
】

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
の
協
力
事
業
の
中
で
長
期
的
に
環
境
保
護
に
携
わ
る

人
材
育
成
も
意
義
の
あ
る
支
援
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
上

智
大
学
と
の
協
議
の
末
、
２
０
１
７
年
に
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ

Ｔ
留
学
制
度
を
創
設
し
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科

で
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
協
定
に
よ
り
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
地
域
の
国
籍
・
市
民
権
を
有
し
、
環
境
文
化
に
関
心
の

あ
る
者
が
最
大
２
名
、
地
球
環
境
学
研
究
科
の
あ
ん
・
ま
く
ど

な
る
ど
教
授
の
指
導
の
下
で
２
年
間
の
修
士
号
を
取
得
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
か
ら

の
推
薦
が
あ
っ
た
者
に
対
し
て
高
度
な
大
学
院
教
育
の
機
会
を

与
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

継
続
的
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
３
カ
国
か
ら
の
学
生
９
名
が
既
に
卒
業

し
、
母
国
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
現
在
、
２
名
の
学
生
が
在
学
し

て
お
り
、
今
年
度
秋
に
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
か
ら

２
名
の
入
学
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
上
智
大
学 Island Sustainability 

研
究
所
の
支
援

【
継
続
】

　

２
０
２
２
年
７
月
、
上
智
大
学
は
、
島
嶼
部
や
島
嶼
国
が
良
質

な
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
ス
キ
ー
ム
の
創
成
を
目
指
し
国
内
外
を
対

象
と
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
有
す
るIsland Sustainability

研
究
所
を
設
立
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
上
智
大
学
と
連
携
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
同
研
究
所
は
、
国
際
機
関
、
政
府
関
係
機
関
、
国

内
外
企
業
、
法
人
、
国
外
の
著
名
連
携
大
学
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
形
成
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
も

そ
れ
に
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
な
支
援
と
し
て
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
催
や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
被
招

待
者
や
歓
迎
会
の
費
用
負
担
等
が
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）
次
年
度
以
降
の
案
件
調
査
費
・
予
備
費

　

次
年
度
以
降
の
事
業
の
発
掘
や
検
討
の
た
め
の
調
査
費
用
お
よ

び
予
備
費

２
．
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業

　

カ
リ
ブ
諸
国
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
友
好
関
係
の
一
層
の
推

進
を
図
る
た
め
、
「
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
基
金
」
を
活
用
し

て
、
カ
リ
ブ
諸
国
の
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
観
光
の
分
野
に
お

け
る
開
発
協
力
事
業
と
し
て
、
在
外
日
本
大
使
館
及
び
外
務
省
中

南
米
局
カ
リ
ブ
室
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
す
る
。

（
１
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画
【
継
続
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
る
渡
航
制
限
等
に
鑑
み
令
和
２

～
４
年
度
は
実
施
が
困
難
と
な
り
中
止
と
し
た
が
、
令
和
５
年
度

以
降
は
過
去
に
冬
季
（
１
月
）
実
施
し
て
い
た
も
の
を
夏
季
（
７

月
）
に
変
更
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
年
度
は
、
西
イ
ン

ド
諸
島
大
学
の
各
校
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
モ
ナ
校
、
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
の
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
、
バ
ル
バ

ド
ス
の
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
、
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
の
フ
ァ

イ
ブ
・
ア
イ
ラ
ン
ズ
校
、
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
大
学
生

計
５
名
を
我
が
国
に
招
待
し
て
、
上
智
大
学
に
お
い
て
日
本
等
に

つ
い
て
の
基
礎
講
義
を
受
講
さ
せ
る
と
と
も
に
、
環
境
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
関
連
施
設
の
視
察
の
機
会
を
与
え
る
。
実
施
時
期
は

２
０
２
４
年
７
月
を
予
定
。
太
平
洋
諸
島
大
学
生
招
待
計
画
と
同

時
に
実
施
す
る
（
前
述
）
。

（
２
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
【
継
続
】

　

カ
リ
ブ
島
嶼
国
の
有
力
記
者
を
招
待
し
て
、
我
が
国
の
環
境
保

護
・
防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

も
っ
て
我
が
国
の
現
状
に
つ
い
て
の
広
報
を
行
っ
て
も
ら
う
。
本

年
度
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
バ
ル
バ
ド
ス
か
ら
各
１
名
を
招
待
す
る

予
定
で
、
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
を
訪
問
し
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
関
連
施
設
の
視
察
を
行
い
、
我
が
国
の
環
境
保
護
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
我
が
国
の
現
状
に

つ
い
て
の
広
報
を
行
う
。

　

公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

て
太
平
洋
記
者
招
待
計
画
と
同
時
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
実

施
時
期
は
２
０
２
４
年
９
～
10
月
を
予
定
（
前
述
）
。

（
３
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
継
続
】

　

昨
年
度
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
国
民
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
高
齢

者
問
題
大
臣
の
招
待
を
実
施
し
た
。
２
０
２
４
年
は
、
日
・
カ
リ

コ
ム
関
係
30
年
、
日
・
ジ
ャ
マ
イ
カ
お
よ
び
日
・
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
国
交
樹
立
60
年
を
記
念
し
て
日
・
カ
リ
ブ
文
化
交
流

年
と
定
め
、
文
化
分
野
の
政
府
関
係
者
・
学
識
関
係
者
の
訪
日
を

実
現
し
た
い
、
と
い
う
外
務
省
の
要
請
を
受
け
て
、
５
国
（
バ
ル

バ
ド
ス
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ハ
イ
チ
、

ベ
リ
ー
ズ
）
か
ら
各
２
名
ず
つ
招
待
予
定
（
昨
年
度
実
施
予
定

で
あ
っ
た
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
調
整
で
き
ず
繰
越
と
な
っ
た
も

の
）
。
別
途
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
及
び
バ
ル
バ
ド
ス
各
在
外
大
使
館
か

ら
リ
ー
ダ
ー
招
待
に
つ
い
て
要
請
が
あ
り
、
検
討
中
。

（
４
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
院
生
支
援
【
継
続
】

　

カ
リ
ブ
地
域
の
環
境
問
題
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
を
行
う
こ
と

は
意
義
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
前
よ
り
上
智
大
学
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
と
関
係
の
あ
っ
た
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
と
協
力

し
、
前
述
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
と
同
様
の
大
学
院
制
度
を

創
設
す
る
案
が
生
ま
れ
た
。
２
０
２
２
年
に
は
在
バ
ル
バ
ド
ス
日

本
大
使
館
の
協
力
も
受
け
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
、
上
智
大
学
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の

三
者
間
の
協
定
を
締
結
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
の
ケ
ー
ブ
ヒ
ル

校
か
ら
の
推
薦
が
あ
っ
た
１
名
を
毎
年
上
智
大
学
地
球
環
境
学
研

究
科
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
制
度
の
目
的

は
、
大
学
院
で
の
学
び
を
通
し
て
、
カ
リ
ブ
地
域
の
国
々
の
環
境

問
題
に
関
し
て
取
り
組
み
、
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
物
を
育

成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

２
０
２
３
年
秋
に
は
Ｕ
Ｗ
Ｉ
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
の
卒
業
生
が
１
期

生
と
し
て
同
研
究
科
に
入
学
、
２
年
間
を
か
け
て
修
士
号
取
得
を

目
指
し
て
い
る
。
現
在
、
在
学
生
１
名
、
２
０
２
４
年
９
月
に
２

期
生
１
名
の
入
学
を
予
定
し
て
い
る
。

（
５
）
上
智
大
学 Island Sustainability 

研
究
所
の
支
援

【
継
続
】

　

２
０
２
２
年
７
月
、
上
智
大
学
は
、
島
嶼
部
や
島
嶼
国
が
良
質

な
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
ス
キ
ー
ム
の
創
成
を
目
指
し
国
内
外
を
対

象
と
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
有
す
るIsland Sustainability

研
究
所
を
設
立
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
上
智
大
学
と
連
携
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
同
研
究
所
は
、
国
際
機
関
、
政
府
関
係
機
関
、
国

内
外
企
業
、
法
人
、
国
外
の
著
名
連
携
大
学
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
形
成
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
も

そ
れ
に
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
な
支
援
と
し
て
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
催
や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
被
招

待
者
や
歓
迎
会
の
費
用
負
担
等
が
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）
次
年
度
以
降
の
案
件
調
査
費
・
予
備
費

　

次
年
度
以
降
の
事
業
の
発
掘
や
検
討
の
た
め
の
調
査
費
用
お
よ

び
予
備
費

３
．
国
際
協
力
に
関
す
る
講
演
事
業

（
１
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
【
継
続
】

　

本
件
早
朝
講
演
会
は
、
外
務
省
幹
部
、
在
外
大
使
等
に
よ
る

時
局
の
日
本
の
外
交
課
題
や
激
動
す
る
国
際
情
勢
な
ど
に
つ
い

て
質
の
高
い
内
容
の
話
題
を
提
供
す
る
講
演
会
と
し
て
、
参
加
者

か
ら
評
価
が
高
い
。
本
件
講
演
会
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
諸
活
動
を
展
開

す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
事
業
で
あ
り
、
今
後
と
も
会
員
の
期
待

に
沿
え
る
よ
う
に
毎
月
１
回
（
８
月
を
除
く
）
企
画
し
て
行
く
。

２
０
２
１
年
５
月
に
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
導
入
、
以
降
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
同
時
開
催
を
し
て
お
り
、
参
加
者
か
ら

の
需
要
も
高
い
た
め
今
後
も
暫
く
継
続
し
て
開
催
す
る
。

（
２
）
国
際
協
力
懇
話
会
【
継
続
】

　

（
１
）
と
同
様
に
、
テ
ー
マ
は
外
交
課
題
・
国
際
情
勢
等
で
あ

る
が
、
参
加
者
を
20
名
前
後
と
し
た
小
規
模
の
懇
話
会
を
年
３
回

程
度
実
施
す
る
。

４
．
留
学
生
奨
学
金
事
業
【
継
続
】

　

ザ
ビ
エ
ル
高
校
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
）
に
は
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
み
な
ら
ず
、
パ
ラ
オ
共
和
国
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
共
和
国
の
最
優
秀
の
生
徒
が
入
学
す
る
。
卒
業
生
と
し
て

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
モ
リ
元
大
統
領
を
始
め
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
上
智
大
学
と
協

力
し
て
開
始
し
た
こ
の
「
留
学
生
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
３
カ
国

の
首
脳
の
間
で
極
め
て
高
い
評
価
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　

上
智
大
学
・
ザ
ビ
エ
ル
高
校
・
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
間
で
締
結
し
た
留

学
生
協
定
に
基
づ
き
、
２
０
１
４
年
９
月
か
ら
ザ
ビ
エ
ル
高
校

の
卒
業
生
が
上
智
大
学
に
入
学
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
か
ら

２
０
２
４
年
ま
で
の
間
に
６
名
が
卒
業
し
た
。
２
０
２
１
年
、

２
０
２
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
わ
る
渡
航
制
限
な
ど

を
考
慮
し
、
受
け
入
れ
中
止
と
な
っ
た
が
、
２
０
２
３
年
度
よ
り

再
開
。
現
在
３
名
が
在
学
中
で
あ
り
、
今
年
度
９
月
に
は
２
名
の

新
入
生
の
入
学
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
は
、
日
本
で
の
留
学
中
に
上
智
大
学
で
勉

強
に
励
む
と
同
時
に
、
過
去
に
は
広
島
で
の
上
智
大
学
ソ
フ
ィ

ア
会
の
年
次
大
会
や
佐
原
の
大
祭
（
千
葉
県
香
取
市
佐
原
）
に

参
加
、
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
を
訪
問
し
、
日
本
の
歴
史
・
文

化
・
社
会
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
る
な
ど
課
外
活
動
も
経
験

し
て
い
る
。
本
年
度
も
、
支
援
を
し
て
い
く
予
定
。
引
き
続

き
、
募
金
活
動
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
留
学
生
に
対
す
る
生

活
費
等
の
支
給
を
含
め
留
学
が
充
実
す
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て

い
く
。
（
な
お
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
旅
費
、
生
活
費
を
負
担
、
上
智

大
学
は
学
費
、
寮
費
を
負
担
。
）
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